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［
解
説
］ 

・
本
稿
は
、
土
木
建
築
工
学
科
の
橋
本
堅
一
教
授
と
共
著
で
の
石
積
文
化
研
究
の
基

礎
作
業
と
し
て
谷
本
が
作
成
し
た
『
防
長
風
土
注
進
案
』
中
の
岩
見
島
（
現 

祝
島
）

の
主
要
部
分
の
口
語
訳
と
注
釈
で
あ
る
。 

『
防
長
風
土
注
進
案
』
は
、
天
保
期
に
お
け
る
萩
本
藩
領
内
の
ほ
ぼ
全
て
の
村
の
、

地
誌
的
項
目
全
般
に
わ
た
る
詳
細
な
実
態
調
査
報
告
書
の
集
成
で
あ
り
、
地
誌
史
料
、

郷
土
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、
村
落
の
史
的
基
礎
資
料
と
し
て
高
い
価
値
を
有
す

る
。
石
積
文
化
研
究
に
直
結
す
る
部
分
は
少
な
い
も
の
の
、
祝
島
に
関
す
る
基
礎
文

献
と
し
て
、『
防
長
風
土
注
進
案
』
の
祝
島
に
該
当
す
る
部
分
を
平
易
に
読
め
る
形
に

す
る
こ
と
は
有
意
義
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
谷
本
が
訳
注
を
担
当
し
た
。 

・
原
文
は
、
昭
和
三
五
～
四
一
年 

山
口
県
立
山
口
図
書
館
刊
の
『
防
長
風
土
注
進
案
』

全
二
十
二
巻
（
本
編
二
十
一
巻
、
研
究
要
覧
一
巻
）
の
第
六
巻 

上
関
宰
判 

下 

四
二

四
〜
四
四
一
ペ
ー
ジ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
翻
刻
に
基
づ
い
た
。
訳
文
と
注
釈
の
み
の

掲
載
で
あ
る
た
め
、
原
文
を
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
原
文
は
候
文

体
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
雰
囲
気
を
生
か
す
よ
う
に
訳
す
よ
う
試
み
た
。 

・
注
は
、
用
語
は
、
主
に
前
書
『
研
究
要
覧
』
に
依
拠
し
、
記
事
は
、『
防
長
寺
社
由

来
』
全
七
巻
（
昭
和
五
七
～
六
一 

山
口
県
文
書
館
刊
）
、『
山
口
縣
風
土
誌
』
全
十
四

巻
（
昭
和
四
十
七
～
五
十
年 

歴
史
図
書
社
刊
）
の
関
連
部
分
を
比
較
検
討
し
て
若
干

の
考
察
を
加
え
、
漢
文
部
分
（
鐘
銘
文
及
び
引
用
）
に
口
語
訳
と
語
注
を
加
え
て
理

解
に
資
す
る
よ
う
努
め
た
。
た
だ
、
和
歌
の
解
釈
は
省
略
し
た
。 

・
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
棟
札
及
び
「
括
り
」
部
分
の
石
高
な
ど
の
列
挙
を
省
略
し
、

尺
貫
法
の
記
載
も
メ
ー
ト
ル
法
へ
の
換
算
値
は
示
さ
な
か
っ
た
。 

・
本
稿
に
お
い
て
、
一
箇
所
だ
け
現
代
の
基
準
に
照
ら
し
て
不
適
切
な
表
現
を
「
×

×
×
×
」
と
伏
せ
た
。
こ
の
判
断
の
責
は
、
あ
く
ま
で
谷
本
に
あ
る
。
御
理
解
を
い

た
だ
き
た
く
思
う
。 

・
な
お
、
今
回
の
紀
要
へ
の
投
稿
に
あ
た
っ
て
、
谷
本
の
単
著
で
の
投
稿
を
快
諾
い

た
だ
い
た
橋
本
堅
一
教
授
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
て
お
き
た
い
。 
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大
島
郡
上
関
御
宰
判 

 
 

岩
見
嶋 

 
 

古
く
は
祝
島
と
称
し
た
と
い
う
こ
と
、
こ
の
地
に
は
岩
石
が
多
い
の
で
岩
見
島
と

呼
び
慣
わ
し
て
来
て
お
り
ま
す
。 

万
葉
の
古
歌
（
『
万
葉
集
』
巻1

5
-
3
6
3
6

）
に
、 

 
 
 
 

家
人
は
、
帰
り
早
来
と
、
い
は
ひ
島
、
い
は
ひ
待
つ
ら
む
。
旅
行
く
わ
れ
を 

 
 

 
 
 
 

ま
た
、
宗
祇
法
師
（
の
歌
に
） 

 
 
 
 

岩
た
た
む
い
は
ひ
嶋
な
る
岩
つ
つ
し
咲
く
と
き
名
の
れ
山
郭
公
（
出
典
未
詳
） 

こ
れ
は
、
香
箱
あ
た
り
の
風
景
を
詠
み
な
さ
っ
た
も
の
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
傍
ら

の
小
島
、
小
祝
・
緒
祝
と
称
す
る
も
の
も
、
み
な
こ
の
あ
た
り
の
名
か
ら
出
て
い
て
、

今
な
お
諸
国
の
船
人
は
、
「
祝
し
ま
」
と
呼
ん
で
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

『
万
葉
集
』
（
『
万
葉
集
』
巻1

5
-
3
6
3
7

） 

 
 
 
 

草
枕 

旅
行
く
人
を 

祝
し
ま 

い
く
よ
ふ
る
ま
で 

祝
ひ
来
に
け
ん 

 
 

『
夫
木
集
』
（
『
夫
木
和
歌
抄
』
巻2

3
 

島 
 
 

前
の
中
納
言
定
嗣
＝
葉
室
定
嗣
） 

 
 
 
 

君
が
代
を 

い
く
萬
代
と
す
む
鶴
は
祝
ひ
し
ま
よ
り
い
わ
ゐ
来
つ
ら
ん 

 
 
 

［
注
］
岩
見
島
は
、
現
在
の
山
口
県
上
関
町
祝
島
。『
山
口
縣
風
土
誌
』
巻
七
十
八 

周 

 
 
 
 

防
國 

熊
毛
郡 

村
誌 

上
関
村 

祝
島 

の
名
義
の
項
（
第
四
巻
一
七
三
ペ
ー
ジ
） 

に
「
按
る
に
、
ヒ
ミ
横
音
相
通
を
以
て
岩
見
と
訛
れ
る
な
ら
ん
。
慶
長
検
地
帳 

以
降
岩
見
島
な
り
し
が
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
十
一
月
古
名
に
復
せ
り
」 

と
あ
る
。 

一
、
縦
横
里
数 

 
 

東
は
、
宮
崎
の
内
烏
帽
子
と
い
う
岬
か
ら
洲
崎
ま
で
、
二
十
一
丁
三
十
七
間
。
小

洲
崎
か
ら
志
藤
津
ま
で
、
一
里
三
丁
十
八
間
、
西
は
、
志
藤
津
か
ら
院
名
蔵
の
内 

穴

＊
一
般
科
目 

1
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の
口
ま
で
十
七
丁
四
十
間
。
南
は
、
穴
の
口
か
ら
烏
帽
子
ま
で
一
里
。
丁
数
四
方
は

す
べ
て
合
わ
せ
て
、
三
里
六
丁
三
十
五
間
。
み
な
、
海
岸
の
出
入
り
に
沿
っ
て
、
こ

の
計
測
を
行
っ
た
の
で
、
島
の
周
囲
の
長
さ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

一
、
村
内
小
名 

 
 

東
濱
［
人
家
あ
り
］
、
東
岡
村
［
同
上
］
、
中
村
［
同
上
］
、
西
村
［
同
上
］ 

 
 

宮
崎
［
人
家
な
し
］
、
大
門
（
お
お
も
ん
）
［
同
上
］
、
見
道
（
み
と
お
）
［
同
上
］
、

三
ツ
石
［
同
上
］
、
洲
崎 

 
 

立
花
［
同
上
］
、
長
尾
［
同
上
］
、
峯
ノ
本
［
同
上
］
、
北

野
［
同
上
］
、
宇
道
（
う
と
お
）［
同
上
］
、
八
ノ
尾
［
同
上
］
、
丸
尾
［
同
上
］
、
志
藤

津
（
し
と
お
づ
）
［
同
上
］
、
松
地
（
ま
つ
ち
）
［
同
上
］
、
院
名
蔵
（
い
ん
な
く
ら
）

［
同
上
］
、
惣
ず
い 

 
 

白
崎
［
同
上
］
、
岩
屋
口
［
同
上
］
、
は
へ
［
同
上
］
、
加
田
井

（
か
た
い
）［
同
上
］
、
勘
作
り
（
か
ん
つ
く
り
）［
同
上
］
、
森
［
同
上
］
、
小
惣
津
［
同

上
］
、
大
窪
［
同
上
］
、
大
遠
（
お
お
と
お
）
［
同
上
］
、
宇
山
（
う
や
ま
）
［
同
上
］ 

 
 

小
祝
の
内 

 
 

釜
の
浦
［
人
家
な
し
］
、
網
代
［
同
上
］ 

 
 

右
の
内
、
東
濱
、
東
岡
村
、
中
村
、
西
村
、
宮
崎
、
大
門
、
見
道
、
三
ツ
石
、
洲

崎
、
立
花
は
、（
島
の
）
東
に
あ
っ
て
、
海
に
面
し
て
山
が
迫
っ
て
い
る
た
め
、
地
形

は
全
て
東
西
に
長
く
な
っ
て
お
り
、
峯
の
本
、
八
の
尾
、
北
野
、
宇
道
、
丸
尾
、
志

藤
津
、
森
は
、
北
に
あ
り
、
松
地
、
院
名
蔵
、
惣
津
い
は
、
西
に
あ
り
、
白
崎
、
岩

屋
口
、
は
へ
、
賀
田
井
、
小
惣
津
、
大
窪
は
南
に
あ
り
、
大
遠
、
宇
山
、
勘
作
り
は
、

中
央
に
あ
り
ま
す
。 

一
、
山
川
形
勢 

 
 

山
の
形
は
、
東
、
西
、
南
の
三
隅
を
な
し
、
東
北
は
と
り
わ
け
大
き
く
、
中
で
も

惣
津
山
は
ひ
と
き
わ
高
く
、
西
に
至
っ
て
少
し
細
く
な
っ
て
い
ま
す
。
西
南
の
山
脊

(

＝
尾
根)

の
荒
磯
に
は
、
奇
岩
・
怪
石
が
幾
重
に
も
重
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
山
の

東
北
の
浜
頭
は
人
家
が
密
集
し
、
長
嶋
お
よ
び
四
代
（
よ
し
ろ
）
の
台
嶋
を
寅
卯
（
と

ら
う:

東
北
東
）
の
方
角
に
望
み
ま
し
て
、
西
北
の
汀
（
み
ぎ
わ
）
は
、
草
木
が
繁
茂

し
て
山
は
や
や
深
く
、
川
は
三
浦
川
、
そ
の
ほ
か
の
小
流
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

一
、
村
内
の
日
請
土
地
相
（
日
当
た
り
・
地
味
）
の
事 

 
 

東
浜
、
東
岡
村
、
中
村
、
西
村
、
宮
崎
、
大
門
、
見
道
、
三
ツ
石
、
洲
崎
、
立
花
、

長
尾
の
十
一
ケ
所
は
、
四
分
ほ
ど
は
日
当
た
り
よ
く
、
六
分
ほ
ど
は
日
当
た
り
が
良

く
な
く
、
峯
の
本
、
北
野
、
宇
道
、
八
ノ
尾
、
丸
尾
、
志
藤
津
、
森
の
七
ケ
所
は
、

一
分
ほ
ど
は
日
当
た
り
よ
く
、
九
分
ほ
ど
は
日
当
た
り
が
良
く
な
く
、
松
地
、
院
名

蔵
、
惣
津
い
の
三
ケ
所
は
、
三
分
ほ
ど
は
日
当
た
り
が
良
く
、
七
分
ほ
ど
は
日
当
た

り
が
良
く
な
く
、
白
崎
、
岩
屋
口
、
は
へ
、
賀
田
井
、
小
惣
津
、
大
窪
の
六
ケ
所
は
、

七
分
ほ
ど
日
当
た
り
が
良
く
、
三
分
ほ
ど
は
日
当
た
り
が
良
く
な
く
、
大
遠
、
宇
山
、

勘
作
り
の
三
ヶ
所
は
、
八
分
ほ
ど
日
当
た
り
が
良
く
、
二
分
ほ
ど
は
日
当
た
り
が
良

く
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

 
 

土
地
の
性
質
（
＝
地
味
）
は
、
東
浜
、
岡
村
、
中
村
、
西
村
、
宮
崎
は
、
七
分
ほ

ど
黒
真
土
（
真
土 

ま
つ
ち
＝
耕
作
に
適
し
た
良
質
の
土
）
、
三
分
ほ
ど
白
砂
交
じ
り

の
土
で
、
全
て
小
石
交
じ
り
、
大
門
、
洲
崎
、
長
尾
、
見
道
、
三
ツ
石
、
立
花
、
峯

の
本
、
志
藤
津
、
森
、
北
野
、
宇
道
、
八
ノ
尾
、
松
地
、
丸
尾
は
、
五
分
ほ
ど
赤
土
、

五
分
ほ
ど
黒
土
で
、
小
石
交
じ
り
、
院
名
蔵
、
惣
津
い
、
白
崎
、
岩
屋
口
、
小
惣
津
、

大
窪
、
は
へ
、
賀
田
井
、
大
遠
、
宇
山
、
勘
作
り
は
、
六
分
ほ
ど
赤
ね
ば
土
（
粘
土

質
の
赤
土
）
、
四
分
ほ
ど
砂
白
土
交
じ
り
（
砂
と
白
土
交
じ
り
）
、
小
祝
の
内
、
網
代
、

釜
の
浦
は
、
赤
土
で
小
石
交
じ
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

山
は
、
こ
と
ご
と
く
赤
ね
ば
土
で
小
石
交
じ
り
、
石
は
、
白
石
、
黒
石
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

一
、
肥
や
し
下
草
の
多
少
（
＝
下
草
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
）
の
事 

 
 

下
草
は
、
相
応
（
＝
土
地
に
ふ
さ
わ
し
い
く
ら
い
）
に
有
り
、
田
地
が
無
い
こ
と

で
十
分
に
行
き
渡
っ
て
お
り
ま
す
と
の
こ
と
。 

一
、
気
候
寒
暖
植
付
物
時
節
の
事 

 
 

沖
あ
い
の
島
で
あ
っ
て
、
風
の
あ
た
り
が
強
い
た
め
、
冬
は
寒
気
が
強
く
、
し
か

し
な
が
ら
雪
霜
は
数
え
る
こ
と
も
無
く
、
夏
は
涼
し
く
し
の
ぎ
よ
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

 
 

植
付
け
物
の
時
節 

 
 

小
角
豆
（
サ
サ
ゲ
）・
小
豆
（
ア
ズ
キ
）
な
ど
は
、
八
十
八
夜
（
立
春
か
ら
八
十
八

日
目
。
現
在
の
暦
で
は
五
月
二
日
ご
ろ
）
過
ぎ
か
ら
蒔
き
付
け
、
唐
芋
（
サ
ツ
マ
イ

2



 『防長風土注進案』岩見島 主要部分訳注  

№39（2015）   

モ
）
は
、
春
の
彼
岸
（
春
分
の
日
を
中
日
と
す
る
七
日
間
）
過
ぎ
か
ら
、
種
芋
を
伏

せ
て
置
き
、
梅
雨
の
う
ち
に
植
え
付
け
、
粟
（
ア
ワ
）・
小
黍
（
こ
き
び
。
キ
ビ
の
別

称
）・
稗
（
ヒ
エ
）
は
、
旧
暦
四
月
中
旬
（
現
在
の
暦
で
五
月
中
旬
ご
ろ
）
か
ら
五
月

の
節
句
（
旧
暦
五
月
五
日
。
現
在
の
暦
で
は
六
月
初
旬
）
ま
で
に
蒔
き
付
け
、
胡
麻

（
ゴ
マ
）
は
、
半
夏
生
（
読
み
：
は
ん
げ
し
ょ
う 

。
夏
至
か
ら
十
一
日
目
。
現
在
の

暦
で
は
七
月
二
日
ご
ろ
）
か
ら
旧
暦
六
月
の
土
用
の
入
り
（
現
在
の
暦
で
、
七
月
十

七
〜
十
九
日
ご
ろ
）
ま
で
に
蒔
き
付
け
、
大
根
は
、
秋
の
彼
岸
の
十
日
ほ
ど
も
前
（
現

在
の
暦
で
九
月
上
旬
）
に
蒔
き
付
け
、
小
麦
は
、
旧
暦
九
月
の
土
用
中
（
現
在
の
暦

で
、
十
月
十
七
日
ご
ろ
〜
十
一
月
初
旬
の
立
冬
ま
で
）
に
蒔
き
付
け
、
麦
（
大
麦
の

こ
と
。
江
戸
期
は
「
麦
」
＝
大
麦
）
は
、
十
月
の
節
句
（
二
十
四
節
気
の
一
つ
「
小

雪
」
。
現
在
の
暦
で
十
一
月
下
旬
）
蒔
き
付
け
る
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

一
、
畠
高
総
町
数
は
百
十
五
町
三
反
七
畝
二
十
一
歩
。
高
は
二
百
五
十
四
石
八
斗
三

升
三
合
。 

 
 
 

た
だ
し
、
御
蔵
入
、
給
領
を
一
緒
に
し
た
も
の
で
す
。 

［
注
］
蔵
入
：
支
藩
領
お
よ
び
藩
士
の
給
領
地
以
外
の
土
地
は
、
す
べ
て
そ
の
貢
租 

 
 
 
 

が
直
接
藩
庫
に
収
納
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
御
蔵
入
と
い
う
。 

 
 
 
 
 
 

給
領
：
藩
士
に
支
給
さ
れ
た
知
行
地
。 

（
以
上
、『
防
長
風
土
注
進
案
』
研
究
要
覧
の
用
語
解
説
に
よ
る
。
以
下
、
特
に 

こ
と
わ
ら
な
い
限
り
、
用
語
の
説
明
は
『
防
長
風
土
注
進
案
』
研
究
要
覧
の
用 

語
解
説
に
よ
る
。
） 

 
 
 

こ
の
う
ち
、 

御
蔵
入 

畠
数 

七
十
五
町
九
反
五
畝
二
十
五
歩
。
高 

百
六
十
三
石
二
斗
一
升
一
合
。 

 
 
 

こ
の
う
ち 

 
 
 
 
 

九
斗
七
升
四
合 

 
 
 
 
 

 

た
だ
し
、
庄
屋
・
畔
頭
（
く
ろ
が
し
ら
）
の
給
で
す
。 

［
注
］
畔
頭
：
幕
府
領
に
お
け
る
組
頭
に
あ
た
る
役
。 

 
 

残 

百
六
十
二
石
二
斗
三
升
七
合 

 
 

石
貫 

給
領 

 

村
上
筑
後
様
の
御
知
行
所 

 
 

畠
数 

 

二
十
四
町
四
反
七
畝
十
三
歩 

 

高 
 

五
十
七
石
九
升 

 
 

こ
の
う
ち 

 
 
 
 

一
石
八
斗 
 

た
だ
し
、
庄
屋
給
・
寺
領
・
舸
子
屋
敷
は
御
除
（
＝
年
貢
免
除
） 

 
 

残 
 
 

五
十
五
石
二
斗
九
升 

 

石
貫 

 
 
 
 
 
 

村
上
丹
波
様
の
御
知
行
所 

 
 

畠
数 

 

十
四
町
九
反
四
畝
十
六
歩 

 
 

高 
 

三
十
四
石
五
斗
三
升
二
合 

 
 

こ
の
う
ち 

 
 
 
 

一
石
一
斗
六
合 

 

た
だ
し
、
庄
屋
給
・
寺
領
・
舸
子
屋
敷
は
御
除 

 
 

残 
 
 

三
十
三
石
四
斗
二
升
六
合 

 
 
 

石
貫 

一
、
諸
上
納
物 

畠 
 
 

銀
一
貫
六
百
二
十
二
匁
三
分
七
厘 

浮
役 

 
 
 
 
 

銀
三
十
五
匁
六
分
九
厘
二
毛 

門
役 

 
 
 

銀
九
十
六
匁
六
分 

和
市
違 

 

銀
五
百
五
十
目 

山
立 

 
 
 

銀
二
十
一
匁
一
分
五
厘 

石
大
豆
（
ダ
イ
ズ
） 

 

一
斗
五
升
二
合
五
勺
二
才 

 
 
 

た
だ
し
、
高
一
石
に
つ
き
、
大
豆
二
升
ま
で
の
当
た
り
を
代
銀
を
以
っ
て
上
納

し
申
し
あ
げ
る
こ
と
。 

蕨
縄 

 
 
 

四
束
六
房 

 
 
 

た
だ
し
、
本
軒
四
十
六
軒 

軒
ご
と
に
一
房
あ
て
で
あ
っ
て
代
銀
を
以
っ
て
上
納

し
申
し
あ
げ
る
こ
と
。 

御
蔵
入 

 
 

御
馳
走
米 

 
 

五
石
六
斗
七
合
二
勺
九
才 

 
 
 

た
だ
し
、
諸
引
方
引
残
高
の
百
六
十
二
石
二
斗
三
升
七
合
に
つ
い
て
、
石
ご
と

に
三
升
五
合
あ
て
の
召
し
上
げ
ら
れ
分
で
す
。 

同
銀
一
匁
二
分
六
厘
六
毛 

 
 
 

た
だ
し
、
庄
屋
・
畔
頭
給
、
御
除
の
高
に
つ
い
て
、
十
石
に
つ
き
十
三
匁
あ
て

で
あ
っ
て
、
右
の
と
お
り
が
召
し
上
げ
ら
れ
分
で
す
。 
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八
十
文
銭
四
十
六
匁
八
分 

 
 
 

た
だ
し
、
諸
職
人
の
水
役
銀 

給
領 

 
 

村
上
筑
後
様
御
知
行
所 

御
馳
走
米 

一
石
九
斗
九
合
九
升
八
合
一
勺
五
才 

 
 

た
だ
し
、
総
高
五
十
七
石
九
升
か
ら
、
一
石
ご
と
に
三
升
五
合
あ
て
の
召
し
上
げ

ら
れ
分
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

村
上
丹
波
様
御
知
行
所 

 
 

た
だ
し
、
総
高
三
十
四
石
五
斗
三
升
二
合
か
ら
、
一
石
ご
と
に
三
升
五
合
あ
て
の

召
し
上
げ
ら
れ
分
で
す
。 

一
、
小
貫 

御
蔵
入 

〔
萩
府
へ
七
十
八
里
〕 

［
注
］
こ
の
一
文
は
、
後
の
「
一
、
萩
并
海
辺
里
数
（
萩
な
ら
び
に
海
辺
ま
で
の
里 

 
 
 
 

数
）
」
の
項
の
冒
頭
に
記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
錯
簡
と
判
断
す
る
。 

米 

一
石
二
斗
二
升
七
勺
五
才 

 
 
 

た
だ
し
、
御
勘
場
小
貫
定
法
の
と
お
り 

同 

二
石
三
斗
五
升
四
合
四
才 

八
十
文
銭 

百
三
十
二
匁
六
分
七
厘
八
毛 

 
 

た
だ
し
、
天
保
三
年
辰
年
に
御
改
め
の
地
下
小
貫
定
法
に
よ
り
ま
す
。 

ほ
か
に
、 

米 

一
石
三
斗
九
升
三
合
五
勺 

銀 
 

四
百
七
十
四
匁
九
分
五
厘
二
毛 

 
 

た
だ
し
、
足
役
抨
（
読
み
：
あ
し
や
く
な
ら
し
）
、
舟
舸
子
賃
、
飯
米
入
目
の
分
で

す
。
も
っ
と
も
、
年
々
に
増
減
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
天
保
十
三
年
寅
年
の
秋
冬

の
貫
立
て
仰
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
分
で
す
。 

［
注
］
足
役
抨
：
村
落
の
自
治
制
上
、
村
民
の
負
担
す
る
夫
役
及
び
現
物
。
足
役
は 

 
 
 
 

足
を
主
と
し
て
労
す
る
の
で
こ
の
名
が
あ
り
、
或
は
足
公
役
と
も
い
う
。 

給
領 

米 

二
石
五
斗
八
升
四
合
一
勺
六
才 

 
 
 

た
だ
し
、
勘
場
小
貫
定
法
に
よ
る
、
証
人
座
の
臨
時
入
目
、
地
下
の
臨
時
小
貫

と
も
に
、
右
の
と
お
り
。 

銀 

八
十
七
匁
五
分
八
厘
二
毛 

 
 
 

た
だ
し
、
証
人
座
の
臨
時
貫
、
地
下
の
臨
時
貫
の
夏
秋
の
分
で
す
。 

一
、
御
高
札
場
一
ヶ
所 

 
 

長
さ
（
＝
間
口
）
三
間
、
入
（
＝
奥
行
き
）
四
尺
五
寸 

一
、
萩
な
ら
び
に
海
辺
ま
で
の
里
数 

萩
府
へ
七
十
八
里
（
←
錯
簡
を
修
正
し
て
、
前
の
小
貫
の
項
よ
り
補
う
）
。 

 
 
 

た
だ
し
、
上
関
へ
五
里
、
四
代
の
台
島
へ
一
里
、
熊
毛
郡
室
積
へ
五
里
。 

一
、
家
並
み
の
こ
と 

 
 

住
居
は
茅
屋
（
ぼ
う
お
く
：
茅
葺
き
の
家
）
で
あ
っ
て
、
中
村
と
東
浜
の
間
に
稀

に
瓦
葺
き
の
家
が
あ
り
、
町
筋
は
無
く
活
魚
小
売
の
店
が
あ
る
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

一
、
山
の
こ
と 

山 
 
 

惣
津
山 

 
 

高
さ
は
、
直
立
（
＝
垂
直
方
向
）
に
二
丁
五
十
間
。
人
家
の
後
ろ
山
で
島
の
東
北

に
あ
り
、
山
頂
か
ら
東
北
の
間
は
直
ぐ
に
民
居
に
臨
ん
で
い
て
山
勢
は
険
し
く
、
亥

（
＝
北
か
ら
西
へ
三
十
度
）
の
方
角
は
、
島
の
中
央
か
ら
見
る
と
北
の
隅
に
相
当
し

て
い
て
し
だ
い
に
海
岸
に
下
り
、
辰
（
＝
東
か
ら
南
へ
三
十
度
）
の
方
角
は
、（
同
様

に
ま
た
島
の
中
央
か
ら
見
る
と
）
島
の
東
の
隅
に
相
当
し
て
い
て
山
地
は
険
し
く
て

直
ぐ
に
海
岸
に
臨
ん
で
お
り
、
未
（
＝
南
か
ら
西
へ
三
十
度
）
の
方
角
は
、
島
の
南

に
相
当
し
て
い
て
遠
く
海
岸
に
至
り
、
戌
（
西
か
ら
北
へ
三
十
度
）
の
方
角
は
、
島

の
西
の
隅
に
相
当
し
て
い
て
、
地
勢
は
広
が
り
山
頭
の
平
地
の
中
は
、
形
が
わ
ず
か

に
窪
ん
で
い
て
、
こ
こ
か
ら
山
勢
は
次
第
に
な
だ
ら
か
と
な
っ
て
遠
く
ま
で
下
り
、

志
藤
津
の
海
岸
に
至
っ
て
地
脈
が
絶
え
る
。 

 
 

す
べ
て
一
島
に
一
峯
の
た
め
に
山
頭
は
一
面
に
広
く
、
そ
の
周
囲
は
海
岸
の
出
入

り
に
沿
っ
て
、
山
脚
（
＝
山
す
そ
）
一
周
は
三
里
六
丁
三
十
五
間
。 

一
、
合
壁
山
（
か
っ
ぺ
き
や
ま
）
の
町
数 

 
 

六
町
一
反
二
畝 

［
注
］
合
壁
山
：
百
姓
の
私
有
林
。
立
銀
を
徴
す
る
の
で
、
立
銀
山
と
も
い
う
。 
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・
正
月
元
日 

 
 

恵
方
棚
を
釣
り
、
年
徳
神
（
と
し
と
く
じ
ん
）
始
め
そ
の
ほ
か
の
神
々
へ
鏡
餅
を

餝
（
か
ざ
）
り
、
三
日
の
間
、
雑
煮
餅
の
御
膳
を
供
え
、
家
族
も
睦
ま
じ
く
屠
蘇
酒

を
酌
み
交
わ
し
、
身
分
相
応
の
礼
服
を
着
て
、
氏
神
や
檀
那
寺
へ
参
詣
し
、
地
下
役

人
・
寺
社
家
・
親
類
・
組
合
・
知
人
な
ど
へ
年
賀
の
挨
拶
を
し
、
す
べ
て
三
朝
と
も

に
同
様
に
し
ま
す
。
ま
た
三
日
の
う
ち
に
家
ご
と
に
門
に
お
い
て
、
×
×
×
×
は
上

下
（
か
み
し
も
）
を
着
て
万
歳
楽
舞
を
し
、
餅
・
麦
・
芋
な
ど
を
貰
っ
て
帰
り
ま
す
。 

 
 

同 
 
 

四
日 

 
 

早
朝
か
ら
、
家
の
中
の
飾
り
物
を
片
付
け
、
そ
れ
か
ら
事
始
め
と
申
し
て
地
下
中

の
そ
れ
ぞ
れ
の
生
業
を
い
た
し
ま
す
。 

 
 

同 
 
 

七
日 

 
 

家
ご
と
に
七
種
粥
を
炊
き
、
諸
々
の
神
に
供
え
、
家
内
も
祝
い
ま
す
。 

 
 

同 
 
 

十
一
日 

 
 

御
帳
祝
い
と
し
て
、
役
座
（
地
下
役
人
の
集
ま
り
？
）
に
お
い
て
、
そ
の
規
式
（
決

ま
っ
た
作
法
）
を
調
え
、
地
下
中
の
氏
神
へ
参
詣
い
た
し
ま
す
。 

［
注
］
帳
祝
と
は
、
商
家
で
新
年
か
ら
用
い
は
じ
め
る
帳
簿
、
帳
面
を
綴
り
、
帳
祝 

 
 
 
 

と
称
し
て
、
こ
れ
よ
り
一
年
の
商
い
の
盛
ん
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
小
宴
を
張 

 
 
 
 

っ
て
祝
う
こ
と-

-
-
W
e
b
l
i
l
o

歴
史
民
俗
用
語
辞
典 

御
帳
綴
（
お
ち
ょ
う
と
じ
） 

 
 
 
 

の
項-

-
-

で
あ
る
。
地
下
役
人
が
貢
租
に
関
す
る
新
年
か
ら
の
帳
簿
を
綴
じ
る
こ 

 
 
 
 

と
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
〕 

 
 

同 
 
 

十
五
日 

 
 

餅
の
粥
を
炊
き
、
諸
々
の
神
に
供
え
、
家
内
も
祝
い
、
氏
神
へ
参
詣
い
た
し
、
親

類
・
組
合
へ
回
礼
（
＝
挨
拶
回
り
）
に
勤
め
合
い
ま
す
。 

・
二
月
朔
日
（
二
月
一
日
） 

 
 

神
棚
へ
御
膳
・
御
神
酒
を
供
え
、
地
下
中
の
氏
神
へ
参
詣
い
た
し
ま
す
。 

・
三
月
三
日 

 
 

御
神
酒
徳
利
へ
桃
の
花
を
立
て
、
御
膳
を
供
え
、
氏
神
へ
参
詣
い
た
し
、
地
下
中

の
回
礼
（
＝
挨
拶
回
り
）
に
勤
め
合
い
ま
す
。 

・
五
月
五
日 

 
 

御
神
酒
徳
利
へ
菖
蒲
を
さ
し
、
御
膳
を
供
え
、
氏
神
へ
参
詣
い
た
す
者
も
ご
ざ
い

ま
す
が
、
時
節
柄
、
繁
忙
期
の
た
め
に
休
息
す
る
者
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

・
六
月
朔
日
（
六
月
一
日
） 

 
 

神
棚
に
御
神
酒
・
御
膳
を
供
え
、
氏
神
に
参
詣
い
た
し
ま
す
。 

 
 

虫
送
り 

 
 

氏
神
社
に
お
い
て
、
二
晩
三
日
の
間
、
御
祈
祷
を
成
し
、
結
願
の
日
（
＝
祈
祷
の

終
わ
る
日
）
に
あ
た
っ
て
、
地
下
中
の
者
は
残
ら
ず
参
詣
い
た
し
、
麦
わ
ら
で
舟
を

こ
し
ら
え
、
紙
人
形
を
作
っ
て
そ
れ
に
乗
せ
、
神
主
そ
の
ほ
か
に
槍
、
鳥
毛
な
ど
（
抔

＝
な
ど
）
を
持
た
せ
、
笛
・
太
鼓
・
手
鐘
な
ど
拍
子
を
揃
え
て
、
村
中
の
畠
に
持
ち

回
り
、
浜
辺
に
お
い
て
、
社
人
が
出
舟
の
規
式
を
調
え
、
そ
れ
か
ら
海
へ
漕
ぎ
出
し

て
帆
を
か
け
て
送
り
ま
す
。 

・
七
月
七
日 

 
 

神
々
へ
御
神
酒
を
供
え
、
氏
神
へ
参
詣
い
た
し
ま
す
。 

 
 

同 
 
 

十
五
日 

 
 

神
仏
へ
参
詣
し
先
祖
の
墓
所
参
り
な
ど
を
い
た
し
、
地
下
じ
ゅ
う
勤
め
合
い
ま
す
。 

・
八
月
朔
日
（
八
月
一
日
） 

 
 

神
棚
へ
御
膳
・
御
神
酒
を
供
え
、
氏
神
へ
参
詣
い
た
し
ま
す
。 

・
九
月
九
日 

 
 

八
月
朔
日
と
同
様
に
い
た
し
ま
す
。 

 
 

同 
 
 

十
五
日 

 
 

氏
神
祭
り
。
十
一
日
か
ら
社
人
は
通
夜
い
た
し
、
十
五
日
は
地
下
じ
ゅ
う
が
参
詣

い
た
し
ま
し
て
、
祭
礼
を
済
ま
せ
ま
す
。 

・
節
分 

 
 

神
棚
へ
御
神
酒
・
御
膳
を
供
え
、
煎
り
豆
を
蒔
き
ま
す
。 

・
婚
礼 

 
 

吉
日
を
選
び
、
媒
酌
人
が
嫁
を
連
れ
て
行
き
、
近
親
の
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
中

以
上
の
者
は
一
汁
一
菜
、
以
下
は
そ
れ
に
準
じ
、
そ
の
式
を
調
え
ま
す
。 
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合
。
山
野
・
合
壁
山
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

一
、
波
戸 

 
 

一
ヶ
所 

 
 

人
家
の
西
の
端
に
あ
り
、
干
落
（
干
潮
の
海
水
面
）
ま
で
十
間
余
り
を
築
き
立
て

ま
し
た
が
、
北
・
東
・
南
の
風
に
は
い
た
っ
て
強
く
、
西
風
に
も
漁
船
を
四
、
五
艘

ぐ
ら
い
も
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
申
し
ま
す
こ
と
。 

一
、
家
数 

 
 

二
百
六
十
九
軒 

 
 
 
 
 
 

う
ち
わ
け 

 
 
 
 

本
百
姓 

 
 

七
十
六
軒 

 
 
 
 
 
 

う
ち
わ
け 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
十
八
軒 

農
人
（
＝
農
家
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
軒 

商
人
（
＝
商
家
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
軒 

鍛
冶
（
＝
鍛
冶
屋
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
軒 

紺
屋
（
＝
染
物
屋
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
軒 

漁
人
（
＝
漁
師
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

門
男
（
も
う
ど
） 

 
 
 
 
 

百
九
十
三
軒 

 
 
 

［
注
］
門
男
：
農
民
の
階
層
の
ひ
と
つ
で
、
本
百
姓
に
対
し
て
い
う
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

う
ち
わ
け 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

百
六
十
五
軒 

農
人
（
＝
農
家
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
軒 

家
大
工 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
軒 

左
官 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
軒 

桶
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
軒 

紺
屋
（
＝
染
物
屋
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
軒 

商
人
（
＝
商
家
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
軒 

漁
人
（
＝
漁
師
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

地
下
寺 

 
 
 
 
 

三
ヶ
寺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

法
名
本
（
ほ
う
み
ょ
う
も
と
） 

 
 
 
 
 

一
軒 

［
注
］
法
名
本
：
長
州
藩
に
お
い
て
、
真
宗
の
布
教
活
動
を
し
な
が
ら
も
未
だ
正
式 

 
 
 
 

の
寺
号
持
ち
寺
院
の
住
職
で
は
な
く
、
法
名
の
ま
ま
に
居
る
職
業
坊
主
に
近
い 

 
 
 
 

者
、
或
は
そ
の
居
住
し
布
教
す
る
建
物
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 
 

社
家 

 
 

一
軒 

一
、
口
数
（
＝
人
口
） 

 

千
五
百
五
十
人 

 
 
 
 
 
 

う
ち
わ
け 

 
 
 
 
 
 
 
 

男 
 

八
百
六
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

女 
 

七
百
二
十
八
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

僧 
 

十
二
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

社
人 

 

一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

地
下
役
人 

三
人 

一
、
職
人
札
（
し
ょ
く
に
ん
ふ
だ
） 

 
 

六
枚 

［
注
］
職
人
札
：
地
方
で
稼
業
す
る
職
人
は
、
業
種
別
に
藩
の
作
事
方
又
は
勘
場
の 

 
 
 
 

根
帳
に
登
録
さ
れ
、
営
業
許
可
証
に
当
る
職
人
札
が
、
商
人
札
と
同
様
に
交
付 

 
 
 
 

さ
れ
た
。 

 
 
 
 
 
 

う
ち
わ
け 

 
 
 
 
 
 
 
 

家
大
工 

 

三
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

鍛
冶 

 
 

一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

左
官 

 
 

一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

桶
屋 

 
 

一
人 

 
 
 

た
だ
し
、
職
人
札
が
御
下
げ
渡
さ
れ
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
水
役
を
勤
め
る
こ
と
は
、

御
作
事
方
の
御
根
帳
に
付
け
て
あ
り
ま
す
こ
と
。 

一
、
度
牒
（
ど
ち
ょ
う
）
・
出
津
手
形
（
で
つ
て
が
た
） 

［
注
］
度
牒
：
俗
人
が
得
度
し
て
僧
と
な
る
証
文
で
あ
っ
て
、
出
家
と
な
っ
て
地
下 

 
 
 
 

暇
す
る
免
許
状
を
い
う
。
出
津
手
形
：
地
方
・
浦
方
の
廻
船
の
出
港
許
可
書
。 

出
津
手
形 

 
 

六
通 

度
牒
は
無
し
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

一
、
牛 

 
 

百
二
十
七
匹 

一
、
船
数 

 
 

漁
船
二
十
五
艘 

一
、
風
俗 
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 『防長風土注進案』岩見島 主要部分訳注  

№39（2015）   

・
正
月
元
日 

 
 

恵
方
棚
を
釣
り
、
年
徳
神
（
と
し
と
く
じ
ん
）
始
め
そ
の
ほ
か
の
神
々
へ
鏡
餅
を

餝
（
か
ざ
）
り
、
三
日
の
間
、
雑
煮
餅
の
御
膳
を
供
え
、
家
族
も
睦
ま
じ
く
屠
蘇
酒

を
酌
み
交
わ
し
、
身
分
相
応
の
礼
服
を
着
て
、
氏
神
や
檀
那
寺
へ
参
詣
し
、
地
下
役

人
・
寺
社
家
・
親
類
・
組
合
・
知
人
な
ど
へ
年
賀
の
挨
拶
を
し
、
す
べ
て
三
朝
と
も

に
同
様
に
し
ま
す
。
ま
た
三
日
の
う
ち
に
家
ご
と
に
門
に
お
い
て
、
×
×
×
×
は
上

下
（
か
み
し
も
）
を
着
て
万
歳
楽
舞
を
し
、
餅
・
麦
・
芋
な
ど
を
貰
っ
て
帰
り
ま
す
。 

 
 

同 
 
 

四
日 

 
 

早
朝
か
ら
、
家
の
中
の
飾
り
物
を
片
付
け
、
そ
れ
か
ら
事
始
め
と
申
し
て
地
下
中

の
そ
れ
ぞ
れ
の
生
業
を
い
た
し
ま
す
。 

 
 

同 
 
 

七
日 

 
 

家
ご
と
に
七
種
粥
を
炊
き
、
諸
々
の
神
に
供
え
、
家
内
も
祝
い
ま
す
。 

 
 

同 
 
 

十
一
日 

 
 

御
帳
祝
い
と
し
て
、
役
座
（
地
下
役
人
の
集
ま
り
？
）
に
お
い
て
、
そ
の
規
式
（
決

ま
っ
た
作
法
）
を
調
え
、
地
下
中
の
氏
神
へ
参
詣
い
た
し
ま
す
。 

［
注
］
帳
祝
と
は
、
商
家
で
新
年
か
ら
用
い
は
じ
め
る
帳
簿
、
帳
面
を
綴
り
、
帳
祝 

 
 
 
 

と
称
し
て
、
こ
れ
よ
り
一
年
の
商
い
の
盛
ん
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
小
宴
を
張 

 
 
 
 

っ
て
祝
う
こ
と-

-
-
W
e
b
l
i
l
o

歴
史
民
俗
用
語
辞
典 

御
帳
綴
（
お
ち
ょ
う
と
じ
） 

 
 
 
 

の
項-

-
-

で
あ
る
。
地
下
役
人
が
貢
租
に
関
す
る
新
年
か
ら
の
帳
簿
を
綴
じ
る
こ 

 
 
 
 

と
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
〕 

 
 

同 
 
 

十
五
日 

 
 

餅
の
粥
を
炊
き
、
諸
々
の
神
に
供
え
、
家
内
も
祝
い
、
氏
神
へ
参
詣
い
た
し
、
親

類
・
組
合
へ
回
礼
（
＝
挨
拶
回
り
）
に
勤
め
合
い
ま
す
。 

・
二
月
朔
日
（
二
月
一
日
） 

 
 

神
棚
へ
御
膳
・
御
神
酒
を
供
え
、
地
下
中
の
氏
神
へ
参
詣
い
た
し
ま
す
。 

・
三
月
三
日 

 
 

御
神
酒
徳
利
へ
桃
の
花
を
立
て
、
御
膳
を
供
え
、
氏
神
へ
参
詣
い
た
し
、
地
下
中

の
回
礼
（
＝
挨
拶
回
り
）
に
勤
め
合
い
ま
す
。 

・
五
月
五
日 

 
 

御
神
酒
徳
利
へ
菖
蒲
を
さ
し
、
御
膳
を
供
え
、
氏
神
へ
参
詣
い
た
す
者
も
ご
ざ
い

ま
す
が
、
時
節
柄
、
繁
忙
期
の
た
め
に
休
息
す
る
者
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

・
六
月
朔
日
（
六
月
一
日
） 

 
 

神
棚
に
御
神
酒
・
御
膳
を
供
え
、
氏
神
に
参
詣
い
た
し
ま
す
。 

 
 

虫
送
り 

 
 

氏
神
社
に
お
い
て
、
二
晩
三
日
の
間
、
御
祈
祷
を
成
し
、
結
願
の
日
（
＝
祈
祷
の

終
わ
る
日
）
に
あ
た
っ
て
、
地
下
中
の
者
は
残
ら
ず
参
詣
い
た
し
、
麦
わ
ら
で
舟
を

こ
し
ら
え
、
紙
人
形
を
作
っ
て
そ
れ
に
乗
せ
、
神
主
そ
の
ほ
か
に
槍
、
鳥
毛
な
ど
（
抔

＝
な
ど
）
を
持
た
せ
、
笛
・
太
鼓
・
手
鐘
な
ど
拍
子
を
揃
え
て
、
村
中
の
畠
に
持
ち

回
り
、
浜
辺
に
お
い
て
、
社
人
が
出
舟
の
規
式
を
調
え
、
そ
れ
か
ら
海
へ
漕
ぎ
出
し

て
帆
を
か
け
て
送
り
ま
す
。 

・
七
月
七
日 

 
 

神
々
へ
御
神
酒
を
供
え
、
氏
神
へ
参
詣
い
た
し
ま
す
。 

 
 

同 
 
 

十
五
日 

 
 

神
仏
へ
参
詣
し
先
祖
の
墓
所
参
り
な
ど
を
い
た
し
、
地
下
じ
ゅ
う
勤
め
合
い
ま
す
。 

・
八
月
朔
日
（
八
月
一
日
） 

 
 

神
棚
へ
御
膳
・
御
神
酒
を
供
え
、
氏
神
へ
参
詣
い
た
し
ま
す
。 

・
九
月
九
日 

 
 

八
月
朔
日
と
同
様
に
い
た
し
ま
す
。 

 
 

同 
 
 

十
五
日 

 
 

氏
神
祭
り
。
十
一
日
か
ら
社
人
は
通
夜
い
た
し
、
十
五
日
は
地
下
じ
ゅ
う
が
参
詣

い
た
し
ま
し
て
、
祭
礼
を
済
ま
せ
ま
す
。 

・
節
分 

 
 

神
棚
へ
御
神
酒
・
御
膳
を
供
え
、
煎
り
豆
を
蒔
き
ま
す
。 

・
婚
礼 

 
 

吉
日
を
選
び
、
媒
酌
人
が
嫁
を
連
れ
て
行
き
、
近
親
の
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
中

以
上
の
者
は
一
汁
一
菜
、
以
下
は
そ
れ
に
準
じ
、
そ
の
式
を
調
え
ま
す
。 

7



 谷本 圭司  

  徳山工業高等専門学校研究紀要 

・
葬
式 

 
 

親
類
、
近
所
の
者
か
ら
香
典
米
を
持
ち
寄
り
、
檀
那
寺
を
招
き
、
野
辺
送
り
を
調 

え
、
賄
い
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
の
あ
り
合
わ
せ
の
野
菜
物
を
持
ち
寄
っ
て
済
ま

せ
ま
す
。 

一
、
年
回
法
事 

 
 

先
祖
の
年
忌
は
、
一
周
忌
、
三
回
忌
、
七
回
忌
、
十
三
回
忌
、
十
七
回
忌
、
二
十

五
回
忌
、
三
十
三
回
忌
、
五
十
回
忌
。
檀
那
寺
は
招
き
受
け
親
族
・
知
人
が
集
ま
り
、

軽
い
斎
非
時
（
と
き
ひ
じ
：
斎
は
午
前
の
食
事
、
非
時
は
午
後
の
食
事
の
意
。
法
事

な
ど
で
僧
に
供
す
る
食
事
の
こ
と
。
）
を
出
し
、
檀
那
寺
の
墓
所
参
り
な
ど
を
い
た
し

ま
す
。 

 
 

右
、
風
俗
は
質
素
廉
直
の
者
が
多
く
、
夏
時
分
は
畠
に
固
屋
懸
（
＝
小
屋
掛
：
仮

小
屋
を
作
る
こ
と
）
を
し
て
、
そ
こ
で
寝
起
き
し
、
昼
夜
（
夜
白 
 

ヨ
ル
ヒ
ル 

 

昼

夜
。--

-
W
e
b
l
i
l
o

歴
史
民
俗
用
語
辞
典
）
に
農
事
に
精
を
出
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

吉
凶
の
事
が
あ
る
時
は
、
親
族
・
組
合
の
者
が
集
ま
り
、
村
じ
ゅ
う
で
助
け
合
い
の

心
得
で
一
致
し
て
お
り
ま
す
。 

一
、
産
業
の
事 

 
 

男
は
、
農
業
を
い
た
し
、
夜
中
ま
た
は
雨
中
に
は
苫
を
編
み
、
そ
の
ほ
か
に
藁
仕

事
を
い
た
し
、
畠
の
少
な
い
者
は
、
漁
業
あ
る
い
は
日
傭
い
稼
ぎ
を
い
た
し
ま
す
。

女
は
、
は
た
織
り
ま
た
は
山
野
働
き
、
礒
稼
ぎ
な
ど
を
い
た
し
ま
す
。 

 
 

一
、
篠
苫 

一
万
枚 

 

代
銀 

 
 

二
貫
五
百
目 

 
 

一
、
茅 

一
万
四
千
把 

代
銀 

 
 

七
百
目 

 
 

一
、
白
木
綿 

三
千
五
百
反 

代
銀 

 
 

二
十
二
貫
七
百
目 

 
 
 
 

た
だ
し
、
出
来
立
一
ケ
年
分
の
売
料
は
右
の
と
お
り
、
反
ご
と
に
六
匁
五
分
あ 

 
 

て
で
、
ほ
か
に
着
料
八
百
反
を
織
り
あ
げ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

一
、
煎
海
鼠
（
い
り
こ
） 

四
百
四
十
四
斤
七
合
五
勺 

 
 

代
銀 

 

一
貫
二
十
七
匁
八
分
六
厘
七
毛 

 
 

た
だ
し
、
近
年
の
見
抨
（
み
な
ら
し 

 
 

平
均
の
こ
と
）
を
も
っ
て
の
一
ケ
年
の 

 
 

分
、
右
の
と
お
り 

 
 

一
、
栄
螺 

 

一
万
五
千 

 
 
 
 
 
 
 

代
銀 

 
 

三
百
目 

 
 
 
 

た
だ
し
、
同
断 

 
 

一
、
布
苔 

 
 

五
百
十
貫
目 

 

代
銀 

 
 

三
貫
六
十
目 

 
 
 
 

た
だ
し
、
同
断 

 
 

一
、
牛 

 

六
十
匹 

 
 
 

代
銀 

 
 

一
貫
八
百
目 

一
、
物
産 

五
穀
・
雑
穀
・
野
菜
の
部 

 
 
 

 

大
麦 

六
百
石
二
斗
四
升
五
合
一
勺 

 
 
 

 

小
麦 

七
十
五
石 

 
 
 

 

粟  

十
五
石 

 
 
 

 

黍  

七
十
石 

 
 
 

 

稗  

十
石 

 
 
 

 

大
豆 

二
十
石 

 
 
 

 

小
豆 

六
石
五
斗 

 
 
 

大
角
豆 

四
十
石 

 
 
 

胡
麻  

二
十
石 

 
 
 

唐
芋  

六
万
四
千
貫
目 

 
 
 

大
根  

八
千
五
百
貫
目 

 
 
 

以
上
、
十
一
品
。 

 
 

五
穀
、
雑
穀
、
野
菜
の
品
々
は
、
豊
凶
近
年
の
見
抨
を
も
っ
て
、
一
ケ
年
あ
た
り
。 

 
 

右
の
と
お
り
。
諸
々
上
納
差
し
上
げ
た
余
り
は
食
料
に
し
て
、
不
足
の
分
は
買
い

求
め
ま
す
。 

竹
木
そ
の
ほ
か
の
部 

 
 

櫨
（
ハ
ゼ
）
の
実 

 

五
百
七
貫
三
百
目 

 
 
 

代
銀 

 
 

一
貫
百
一
匁
三
分
五
厘 

 
 
 
 

た
だ
し
、
一
ケ
年
分
は
、
お
よ
そ
右
の
と
お
り
。 

［
注
］
櫨
（
ハ
ゼ
）：
櫨
（
ハ
ゼ
）
の
実
を
原
料
と
す
る
蝋
（
ロ
ウ
）
は
、
米
・
紙
と 

と
も
に
防
長
三
白
の
一
と
し
て
大
阪
市
場
に
名
を
得
た
専
売
制
に
よ
る
長
州
藩 

の
重
要
物
産
で
あ
っ
た
。 
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 『防長風土注進案』岩見島 主要部分訳注  

№39（2015）   

一
、
樹
竹
の
部 

 
 

松
、
榎
、
椋
、
桑
、
柳
、
合
歓
（
ネ
ム
）
、
竹 

一
、
果
の
部 

 
 

梅
、
桃
、
橙
、
蜜
柑
、
梨
子
（
ナ
シ
）
、
杏
子
（
ア
ン
ズ
）
、
柘
榴
（
ザ
ク
ロ
） 

一
、
花
の
部 

 
 

桜
、
牡
丹
、
菊
、
水
仙
、
雞
冠
（
ケ
イ
ト
ウ
）
、
百
合
花
、
蘭
、
菖
蒲
、
藤 

一
、
草
の
部 

 
 

茅
、
蓬
莱
（
ヨ
モ
ギ
）
、
葛
、
槖
吾
（
読
み
は
、
タ
ク
ゴ
。
ツ
ワ
ブ
キ
）
、
常
山
（
ジ

ョ
ウ
ザ
ン
ア
ジ
サ
イ
） 

一
、
鳥
獣 

 
 

鶏
、
鳩
、
烏
、
鳶
、
鴬
、
雀
、
鵙
（
モ
ズ
）
、
鷗
、
鷹
、
郭
公
（
カ
ッ
コ
ウ
）
、
鶺

鴒
（
セ
キ
レ
イ
）
、
鼠
、
猫
、
獺
（
カ
ワ
ウ
ソ
） 

一
、
虫 

 
 

蝸
牛
（
カ
タ
ツ
ム
リ
）
、
蚯
蚓
（
ミ
ミ
ズ
）
、
百
足
（
ム
カ
デ
）
、
松
虫
、
蝿
、
蜘
蛛
、

蝉
、
蜻
蛉
（
ト
ン
ボ
）
、
蟻
、
蝶
、
蜂
、
虻
（
ア
ブ
）
、
蠣
、
蛙
。 

［
注
］
「
蠣
」
に
つ
い
て
は
、
不
詳
。
文
字
の
意
味
と
し
て
は
、
貝
の
牡
蠣
（
カ
キ
） 

 
 
 
 

で
あ
る
が
、
次
項
に
「
牡
蠣
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
は
別
の
も
の 

 
 
 
 

を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
釣
り
餌
に
使
う
カ
キ
ム
シ
で
あ
ろ
う
か
。 

一
、
介
の
類 

 
 

蟹
、
牡
蠣
、
辛
螺
（
ニ
シ
）
、
栄
螺
（
サ
ザ
エ
）
、
蜷
（
ニ
ナ
）
、
鮑
（
ア
ワ
ビ
） 

一
、
魚
の
部 

 
 

鯛
、
鰈
（
カ
レ
イ
）
、
鯒
（
コ
チ
）
、
鮸
（
ニ
ベ
）
、
鯖
、
鯵
（
ア
ジ
）
、
鱸
（
ス
ズ

キ
）
、
鰒
（
フ
グ
）
、
鯄
（
音
キ
ュ
ウ
よ
り
推
測
す
る
に
、
キ
ュ
ウ
セ
ン
で
あ
ろ
う
）
、

鰯
（
イ
ワ
シ
）
、
鱧
（
ハ
モ
）
、
魴
鮄
（
ホ
ウ
ボ
ウ
）
、
鰣
（
ヒ
ラ
）
、
鱛
（
エ
ソ
）
、
鱏

（
エ
イ
）
、
鰤
（
ブ
リ
）
、
鱶
（
フ
カ
）
、
鮫
（
サ
メ
）
、
鮪
（
マ
グ
ロ
）
、
烏
賊
（
イ
カ
）
、

海
鼠
（
ナ
マ
コ
）
、
蛸
（
タ
コ
）
、
蝦
（
エ
ビ
）
、
鱠
残
魚
（
シ
ラ
ウ
オ
） 

一
、
海
草
の
部 

 
 

鹿
尾
藻
（
ヒ
ジ
キ
）
、
若
和
布
（
ワ
カ
メ
）
、
海
羅
（
フ
ノ
リ
）
、
青
サ 

一
、
薬
品
の
部 

 
 

天
文
冬
（
て
ん
も
ん
ど
う
）
、
半
夏
（
は
ん
げ
）
、
防
風
（
ぼ
う
ふ
う
）
、
忍
冬
（
に

ん
ど
う
和
名
ス
イ
カ
ズ
ラ
）
、
天
南
星
（
て
ん
な
ん
し
ょ
う
）
、
蜀
椒
（
し
ょ
く
し
ょ

う 

）
、
野
菊
花
（
の
ぎ
く
か
） 

 
 

右
の
魚
介
海
草
の
類
は
、
漁
業
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
者
に
と
っ
て
、
渡
世
の
一

助
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
薬
の
種
類
を
（
わ
か
っ
て
）
採
る
者
は
お
り
ま
せ
ん
。 

一
、
珍
し
い
果
実
お
よ
び
蓬
莱
杖 

・
コ
ッ
コ
オ 

 
 

三
浦
山
の
中
に
あ
り
、
そ
の
樹
は
蔓
性
で
大
木
に
寄
り
添
っ
て
自
然
に
成
長
し
、

高
さ
は
数
丈
、
樹
の
頂
上
に
実
を
つ
け
る
の
で
、
枝
を
攀
じ
上
っ
て
摘
み
取
る
も
の

は
稀
で
あ
り
、
実
は
秋
に
熟
し
て
瓜
に
似
て
細
く
、
美
味
で
少
し
酸
味
を
帯
び
て
お

り
、
こ
れ
を
食
べ
る
と
寿
命
が
延
び
る
と
土
地
の
人
は
言
い
ま
す
。
こ
の
樹
は
、
ほ

か
の
国
に
は
無
い
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。『
本
草
綱
目
』
に
「
獼
猴
藤
」
①
、
和

名
を
コ
ツ
ハ
（
コ
ク
ハ
の
誤
り
②
）
と
い
う
も
の
の
記
載
が
あ
る
と
の
こ
と
、
こ
の

類
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
土
地
の
も
の
は
申
し
伝
え
て
お
り
ま
す
。 

［
注
］ 

①
李
時
珍
『
本
草
綱
目
』
巻
三
十
三 

 

果
之
五 

 

獼
猴
桃
（
宋
《
開
寶
》
） 

【
釋
名
】
獼
猴
梨
（
《
開
寶
》
）
、
藤
梨
（
同
上
）
、
時
珍
曰
、
其
形
如
梨
、
其
色
如
桃
、

而
獼
猴
喜
食
、
故
有
諸
名
。
閩
人
呼
為
陽
桃
。 

【
集
解
】
志
曰
、
生
山
谷
中
。
藤
著
樹
生
、
葉
圓
有
毛
。
其
實
形
似
雞
卵
大
，
其
皮

褐
色
，
經
霜
始
甘
美
可
食
。
皮
堪
作
紙
。
宗
奭
曰
、
今
陝
西
永
興
軍
南
山
甚
多
。
枝

條
柔
弱
，
高
二
、
三
丈
、
多
附
木
而
生
。
其
子
十
月
爛
熟
，
色
淡
綠
，
生
則
極
酸
。

子
繁
細
，
其
色
如
芥
子
。
淺
山
傍
道
則
有
存
者
、
深
山
則
多
為
猴
所
食
矣
。 

・
實 

【
氣
味
】
酸
・
甘
、
寒
、
無
毒
。
藏
器
曰
︰
咸
・
酸
、
無
毒
。
多
食
冷
脾
胃
，
動
泄

澼
。
宗
奭
曰
︰
有
實
熱
者
宜
食
之
。
太
過
，
則
令
人
臟
寒
作
泄
。 

【
主
治
】
止
暴
渴
，
解
煩
熱
，
壓
丹
石
，
下
石
淋
（
《
開
寶
》
。
詵
曰
、
並
宜
取
瓤
和

蜜
作
煎
食
）
。
調
中
下
氣
，
主
骨
節
風
，
癱
緩
不
隨
，
長
年
白
髮
，
野
雞
內
痔
病
（
藏
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器
）
。 

・
藤
中
汁 

【
氣
味
】
甘
，
滑
，
寒
，
無
毒
。 

【
主
治
】
熱
壅
反
胃
，
和
生
薑
汁
服
之
。
又
下
石
淋
（
藏
器
）
。 

・
枝
、
葉 

【
主
治
】
殺
蟲
。
煮
汁
飼
狗
，
療 

疥
（
《
開
寶
》
） 

［
訓
読
と
語
注
］ 

李
時
珍
『
本
草
綱
目
』
巻
三
十
三 

 
 

果
之
五
よ
り
獼
猴
桃 

宋
『
開
宝
重
定
本
草
』

（
こ
の
書
は
、
開
宝
七9

7
4

年
刊
。
す
で
に
散
佚
し
て
い
る
） 

【
釈
名
】 

獼
猴
梨
（
『
開
宝
重
定
本
草
』
）
、
藤
梨
（
同
上
）
。
時
珍 

曰
く
、
其
の
形 

梨
の
ご
と

く
し
て
、
獼
猴 

喜
び
て
食
す
。
故
に
諸
名 
有
り
。
閩
人
は
、
呼
び
て
「
陽
桃
」

と
為
す
、
と
。 

【
集
解
】 

（
馬
）
志 

曰
く
「
山
谷
の
中
に
生
ず
。
藤
は
樹
に
著
き
て
生
え
、
葉
は
丸
く
毛
が

有
り
。
其
の
実
の
形
は
鶏
卵
に
似
て
大
き
く
、
其
の
皮
は
褐
色
、
霜
を
経
て
始
め
て

甘
美
と
な
り
食
す
べ
し
。
皮
は
紙
を
作
る
に
堪
え
り
」
と
。
（
冠
）
宗
奭
（
『
本
草
衍

義
』
に
） 

曰
く
、「
今
の
陝
西
永
興
軍
の
南
山
に
甚
だ
多
し
。
枝
条
は
柔
弱
に
し
て
、

高
さ
二
、
三
丈
、
多
く
は
木
に
附
き
て
生
ず
」
と
。
其
の
子
（
＝
実
）
は
十
月
（
旧

暦
十
月
）
に
爛
熟
し
、
色
は
淡
緑
、
生
（
食
）
な
れ
ば
則
ち
極
め
て
酸
な
り
。
子
は

繁
細
（
＝
細
々
と
多
く
成
る
）
に
し
て
，
其
の
色
は
芥
子
の
ご
と
し
。
淺
き
山
の
傍

道
な
れ
ば
則
ち
存
す
る
者
有
り
，
深
き
山
な
れ
ば
則
ち
多
く
猴
の
食
う
所
と
為
れ
り
。 

・
実 

【
気
味
】 

酸
（
酸
味
。
収
縮
・
固
渋
作
用
。
）
・
甘
（
甘
味
。
緊
張
緩
和
・
滋
養
強
壮
作
用
。
）
、

寒
（
寒
性
。
患
者
の
熱
を
抑
え
る
作
用
。
）
、
無
毒
。（
陳
）
藏
器
（
『
本
草
拾
遺
』
に
）

曰
く
、
「
咸
（
＝
鹹
。
塩
辛
い
こ
と
。
鹹
味
。
潤
・
軟
堅
・
瀉
下
の
効
能
）
・
酸
、
多

く
食
え
ば
脾
臓
や
胃
を
冷
や
し
、
動
（
や
や
）
も
す
れ
ば
泄
澼
（
＝
下
痢
を
す
る 

読

み
は
「
せ
つ
へ
き
」
）
す
」
と
。
（
冠
）
宗
奭
（
『
本
草
衍
義
』
に
）
曰
く
、
「
実
の
熱

す
る
者
有
れ
ば
、
宜
し
く
之
を
食
す
べ
し
。
太
（
は
な
は
）
だ
過
ぎ
れ
ば
、
則
ち
人

の
（
内
）
臓
を
し
て
寒
に
し
て
泄
（
＝
下
痢
）
を
作
（
な
）
さ
し
む
」
と
。 

【
主
治
】
暴
渴
（
＝
喉
の
渇
き
）
を
止
め
、
煩
熱
（
＝
体
内
の
熱
に
よ
る
ほ
て
り
）

を
解
き
，
丹
石
を
壓
し
（
＝
「
丹
石
の
毒
を
鎮
め
」
丹
石
は
、
水
銀
と
硫
黄
か
ら
な

る
赤
色
の
鉱
物
「
辰
砂
」
の
こ
と
で
、
消
炎
・
鎮
静
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
た
）
、
石
淋

（
腎
臓
、
膀
胱
の
結
石
）
を
下
す
［
馬
志
『
開
宝
重
定
本
草
』
。
詵
（=

孟
詵
）
曰
く
、

「
並
び
に
宜
し
く
瓤
（
読
み
：
じ
ょ
う
。
種
を
含
ん
だ
柔
ら
か
い
部
分
の
こ
と
。
）
を

取
り
、
蜜
に
和
し
て
煎
食(

＝
煮
て
食
べ
る
こ
と)

を
作
す
べ
し
」
と
］
。
中
下
気
を
調

え
（
＝
身
体
の
中
央
か
ら
下
部
の
気
を
と
と
の
え
）
、
主
骨
節
風
（
骨
格
の
成
長
と
関

節
の
腫
れ
痛
み
）
、
癱
緩
不
隨
（
身
体
の
麻
痺
・
不
随
）
、
長
年
の
白
髮
、
野
鶏
の
内

痔
病
（
陳
藏
器
『
本
草
拾
遺
』
）
。
］ 

・
藤
（
＝
蔓
。
つ
る
）
の
中
の
汁 

【
気
味
】
甘
、
滑
（
沈
着
を
除
き
滑
ら
か
に
流
れ
る
よ
う
に
す
る
）
、
寒
、
無
毒
。 

【
主
治
】
熱
壅
反
胃
（
胃
の
熱
が
塞
が
れ
て
胃
の
気
が
逆
流
す
る
）
に
は
，
生
姜
汁

に
和
し
て
之
を
服
す
。
又
た
、
石
淋
（
腎
臓
、
膀
胱
の
結
石
）
を
下
す
（
陳
藏
器
『
本

草
拾
遺
』
）
。 

・
枝
、
葉 

【
主
治
】
殺
蟲
。
煮
汁
も
て
狗
を
飼
え
ば
、
瘑
疥
（
＝
皮
膚
病
）
を
療
す
（
『
開
宝
重

定
本
草
』
）
］ 

②
「
コ
ツ
ハ
」
は
翻
刻
の
際
の
読
み
誤
り
と
考
え
ら
れ
、
正
し
く
は
「
コ
ク
ハ
」
。
同

じ
マ
タ
タ
ビ
属
の
近
縁
種
サ
ル
ナ
シ
（
猿
梨
）
の
果
実
を
「
コ
ク
ワ
」
と
呼
ぶ
の
に

由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
、
サ
ル
ナ
シ
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
、
深
江
輔
仁

『
本
草
和
名
』
獼
獲
に
「
和
名 

之
良
久
知
」
、
源
順
『
倭
名
類
聚
抄
』
獼
猴
桃
に
「
和

名 

之
良
久
知
、
一
云 

古
久
波
」
と
あ
る
。 

〔
補
注
〕 

 

小
野
蘭
山
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』(

1
8
0
6

年
刊)

巻
二
九
獼
猴
桃
に
は
、
「
シ
ラ
ク
チ 

和
名
鈔 

紀
州
奥
州 

 
 
 

コ
ク
ハ
紀
州 

 
 
 

コ
ク
ヲ
ウ
同
上 

 
 
 

コ
ク
ハ
南
部 
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ヤ
マ
ナ
シ 

ヤ
ブ
ナ
シ
濃
州 

 
 
 

チ
ン
ピ
ラ
リ
上
州 

 
 
 

リ
ン
ロ
ク
同
上 

 
 
 

ナ
シ

カ
ヅ
ラ
薩
州 

 
 
 

ゴ
ツ
カ
ウ
同
上 

 
 
 

カ
ナ
カ
ヅ
ラ
藝
州
広
島 

 
 
 

ヲ
モ
リ
コ
ブ
ノ

コ
阿
州 

 
 
 

ニ
キ
ヤ
ウ
羽
州
」
と
あ
り
、
紀
伊
で
「
コ
ク
ヲ
ウ
」
、
薩
摩
で
「
ゴ
ツ
カ

ウ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
が
「
コ
ツ
コ
オ
」
と
い
う
呼
び
名
に
酷
似
し
て
い
る
。
コ

ッ
コ
オ
の
呼
称
に
関
し
て
、
伝
説
と
し
て
個
人
に
寄
託
す
る
以
外
の
方
面
か
ら
言
及

す
る
文
献
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
無
い
。
呼
称
の
源
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、

明
確
な
こ
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
紀
伊
と
薩
摩
を
瀬
戸
内
経
由
で
結
ぶ
ル
ー
ト
が

あ
っ
た
こ
と
の
証
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
祝
島
が
瀬
戸
内
に
お
け
る
交
通
の
要
衝
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、「
コ
ツ
コ
オ
」
と
い
う
呼
称
自
体
が
共
有
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
指

摘
す
る
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
。
な
お
、
紀
伊
と
薩
摩
（
種
子
島
）
の
間
に
戦
国
・

安
土
桃
山
時
代
に
密
接
な
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
慶
長
十
一
（1

6
0
6

）
年
に
種
子

島
久
時
が
薩
摩
国
大
竜
寺
の
禅
僧
で
あ
る
南
浦
文
之(

玄
昌)

に
編
纂
さ
せ
た
鉄
砲
伝

来
に
関
わ
る
歴
史
書
『
鐵
炮
記
』
に
、
紀
州
根
来
の
杉
ノ
坊
の
求
め
に
応
じ
て
、
入

手
し
た
鉄
砲
二
丁
の
う
ち
の
一
丁
を
種
子
島
領
主
の
種
子
島
時
堯
が
譲
っ
た
記
事
が

あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。 
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蓬
莱
杖 

 
 

こ
の
地
は
、
山
野
に
艾
草
（
ヨ
モ
ギ
）
を
生
じ
、
そ
の
茎
は
一
年
立
と
い
え
ど
も

長
大
で
、
杖
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
は
な
は
だ
雅
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
杖
を
つ

く
時
は
、
寿
命
が
増
す
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
で
、
蓬
莱
杖
と
名
付
け
た
の
で
す
。 

一
、
奇
巌
怪
石 

香
箱 

 
 

島
の
北
に
あ
る
西
山
の
海
岸
に
あ
り
、
頂
上
の
一
石
が
最
も
大
き
く
て
、
石
面
に

筋
目
模
様
が
縦
横
に
表
れ
て
い
て
、
五
十
余
り
の
石
が
一
面
に
重
な
り
合
い
、
あ
た

か
も
香
合
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。 

翁
石 

 
 

南
海
の
礒
の
端
に
あ
り
、
石
の
質
は
白
く
、
高
さ
は
一
丈
八
尺
余
り
、
周
囲
は
十

間
余
り
、
並
ん
で
い
て
翁
の
立
つ
姿
に
似
て
お
り
、
そ
の
昔
、
豊
後
の
漁
師
が
祈
っ

た
と
こ
ろ
、
大
い
に
収
穫
が
あ
っ
た
と
申
し
伝
え
て
お
り
ま
す
。 

一
、
神
祠 

◯
八
幡
宮 

 

仁
安
三
（1

1
6
8

）
戊
子
（
つ
ち
の
え
ね
） 

十
一
月
、
石
清
水
よ
り
勧
請
。 

［
注
］
『
防
長
寺
社
由
来
』
に
は
、
「
山
城
国
男
山
岩
清
水
八
幡
宮
よ
り
勧
請
奉
る
」 

 
 
 
 

と
あ
り
、
但
し
書
き
に
「
人
王
七
十
九
代
六
条
院
御
宇 

仁
安
三
（1

1
6
8

）
戊
子 

 

 
 
 
 

霜
月
十
五
日
卯
日 

勧
請 

仕
（
つ
か
ま
つ
）
る
」
と
あ
る
。 

 
 

祭
神 

 
 

応
神
天
皇 

 
 

御
殿 

 
 

桁
行
三
間
、
梁
行
三
間
、
銅
葺 

［
注
］
『
防
長
寺
社
由
来
』
に
は
、
「
宮
戸
八
幡
宮
三
間
社
」
の
項
、
但
し
書
き
に
、 

 
 
 
 

「
内
陣 

桁
行
一
丈
六
尺
、
梁
行
九
尺
、
外
陣 

桁
行
同
断
、
梁
行
五
尺
、
キ
リ 

 
 
 
 

ノ
ガ
ワ
三
尺
、
屋
祢 

コ
ケ
ラ
葺
」
と
あ
る
。
ま
た
、
「
同
拝
殿 

桁
行
三
間
半
、 

 
 
 
 

梁
行 

弐
間
。
但
、
屋
祢 

瓦
葺
」
と
あ
る
。 

 
 

釣
屋 

 
 

梁
行
二
間
、
桁
行
二
間
半
、
瓦
葺 

［
注
］『
防
長
寺
社
由
来
』
に
は
「
同
釣
屋 

九
尺
四
方
。
但
、
屋
祢 

瓦
葺
」
と
あ
る
。 

 
 

向
拝 

 
 

梁
行
一
間
、
桁
行
一
間
半
、
瓦
葺 

 
 

唐
破
風
通
夜
堂 

 
 

梁
行
二
間
、
桁
行
四
間
、
瓦
葺 

 
 

祭
日 

 
 

毎
年
、
九
月
十
五
日
、
十
一
月
の
最
初
の
卯
の
日
の
二
度
、
祭
礼
を
行
な

っ
て
お
り
ま
す
。 

［
注
］『
防
長
寺
社
由
来
』
の
但
し
書
き
に
は
「
九
月
十
五
日
御
幸
相
成
、
霜
月
初
卯 

 
 
 
 

祭
」
と
あ
る
。 

【
棟
札
の
写
し-

-
-
-
-
-
-
-
-

省
略
】 

・
祇
園 

 

祭
神 

 

素
戔
嗚
命
（
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
） 

 
 

石
祠 

八
寸
に
一
尺
四
寸 

・
荒
神 

 

祭
神 

 

素
戔
嗚
命
（
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
） 

 
 

石
祠 

一
尺
に
一
尺
八
寸 

［
注
］『
防
長
寺
社
由
来
』
上
関
宰
判 

岩
見
島 

宮
戸
八
幡
宮
外
小
社
の
項
に
は
、「
三 

 
 
 
 

宝
大
荒
神 

 
 

但
し
、
人
王
七
十
九
代
六
条
院
御
宇 

仁
安
三
（1

1
6
8

）
年 

戊
子 

 
 
 
 

年 

八
月
三
日
勧
請 

奉
る
」
と
あ
り
、
八
幡
宮
に
先
立
っ
て
勧
請
さ
れ
た
よ
う 

 
 
 
 

で
あ
る
。
ま
た
、「
同
（
＝
三
宝
大
荒
神
）
祭
り
」
の
項
の
但
し
書
き
に
「
但
し
、 

 
 
 
 

四
五
ヶ
年
ニ
一
度
宛
豊
後
の
国
国
崎
郡
伊
美
村
別
宮
八
幡
宮
の
社
人
招
請
仕
、 
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八
月
三
日
神
楽
執
行
仕
候
事
（
但
し
、
四
、
五
年
に
一
度
の
あ
て
で
、
豊
後
の 

 
 
 
 

国 

国
崎
郡
伊
美
村
に
あ
る
別
宮
八
幡
宮
の
社
人
を
招
請
い
た
し
、
八
月
三
日
に 

 
 
 
 

神
楽
を
執
り
行
っ
て
お
り
ま
す
と
の
こ
と
）
」
と
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 

『
防
長
寺
社
由
来
』
は
、
以
下
の
説
明
を
加
え
て
い
る
。「
右
荒
神
の
儀
は
同 

 
 
 
 

国
同
宮
の
社
人
勧
請
仕
候
ニ
付
、
于
今
旧
格
を
以
右
の
社
人
呼
請
執
行
仕
候
事 

 
 
 
 

（
右
の
荒
神
の
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
豊
後
国
の
別
宮
八
幡
宮
の
社
人
が
勧
請 

 
 
 
 

を
い
た
し
ま
し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
に
お
い
て
も
そ
の
昔
の
格
式
を
も
っ
て
、 

 
 
 
 

右
の
社
人
を
お
呼
び
申
し
上
げ
て
執
り
行
っ
て
お
り
ま
す
と
の
こ
と
）
」
。
現
代 

 
 
 
 

に
伝
わ
る
祝
島
の
「
神
舞
行
事
」
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る 

 
 
 
 

が
、
後
記
の
朱
書
に
は
、
祇
園
社
・
春
日
社
・
礒
神
社
と
と
も
に
天
保
十
四
（1

8
4
3

） 

 
 
 
 

年
に
「
解
除
」
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
天
保
十
二
年
に
行
わ
れ
た
調
査
に
よ
っ 

 
 
 
 

て
由
来
の
明
確
で
な
い
淫
祠
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。『
防
長
寺
社
由
来
』
に
「
三 

 
 
 
 

宝
荒
神
社
ホ
コ
ラ
堂
」
と
あ
る
の
が
も
と
も
と
の
石
祠
に
該
当
す
る
と
思
う
が
、 

 
 
 
 

『
地
下
上
申
』
に
は
、
八
幡
宮
境
内
で
は
な
く
三
浦
の
山
中
に
あ
っ
た
と
記
さ 

 
 
 
 

れ
て
い
る
。
解
除
対
象
は
三
浦
の
石
祠
で
あ
り
、
そ
の
後
、
八
幡
宮
境
内
に
三 

 
 
 
 

宝
荒
神
の
石
祠
が
造
ら
れ
、
神
舞
行
事
が
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
以
上
は
、『
祝 

 
 
 
 

島
の
神
舞
行
事
』
（
山
口
県
文
書
館 

 
 

昭
和
五
十
三
年
刊
）
に
詳
し
い
。 

・
春
日 

 

祭
神 

 
 

天
兒
屋
根
命
（
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
ノ
ミ
コ
ト
） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

神
殿 

 
 

桁
行 

三
尺
五
寸
、
梁
行 

二
尺
九
寸
、
茅
葺 

 
 
 
 
 
 
 
 

拝
殿 

 
 

桁
行 

二
間
、
梁
行 

九
尺
、
瓦
葺 

［
注
］『
防
長
寺
社
由
来
』
上
関
宰
判 

岩
見
島 

宮
戸
八
幡
宮
外
小
社
の
項
に
は
、
但 

 
 
 
 

し
書
き
に
「
大
和
国
南
都
春
日
大
明
神
奉
勧
請
年
月
相
知
不
申
、
祭
日
、
五
月 

 
 
 
 

五
日
、
八
月
五
日
（
大
和
国
南
都
の
春
日
大
明
神
に
勧
請
を
奉
る
。
年
月
は
相 

 
 
 
 

知
り
申
さ
ず
。
祭
日
は
、
五
月
五
日
、
八
月
五
日
）
」
と
あ
る
。 

 
 

 
 
 
 
 
 

『
防
長
寺
社
由
来
』
に
は
、
「
春
日
大
明
神
一
間
社 

 
 

但
し
、
屋
祢 

瓦
葺
」 

 
 
 
 

と
あ
る
。
ま
た
、『
防
長
寺
社
由
来
』
に
は
、
寛
延
二
（1

7
5
0

）
年
八
月
五
日
付 

 
 
 
 

の
棟
札
の
写
し
を
載
せ
て
い
る
。 

・
礒
神 

 

祭
神 

 
 

級
長
津
彦
命
（
シ
ナ
ツ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
） 

 
 
 

（
朱
書
）「
右
四
ヶ
所
、
天
保
十
四
（1

8
4
3

）
卯
年
に
解
除
に
な
り
ま
し
た
と
の
こ
と
」 

［
注
］
朱
書
の
「
四
ヶ
所
」
と
は
、
祇
園
・
荒
神
・
春
日
・
礒
神
を
指
す
。『
防
長
風 

 
 
 
 

土
注
進
案
』
は
天
保
十
四
（1

8
4
3

） 

年
、『
防
長
寺
社
由
来
』
は
明
和
五
（1

7
6
8

） 

 
 
 
 

年
で
あ
る
の
で
、『
防
長
寺
社
由
来
』
に
比
べ
て
記
載
が
全
体
に
簡
略
に
な
っ
て 

 
 
 
 

い
る
の
は
、
こ
の
朱
書
に
見
え
る
件
が
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

一
、
寺
院 

◯
真
宗 

利
生
山
照
満
寺 

 
 

西
村
に
有
り 

本
堂 

 
 

桁
行
六
間
、
梁
行
六
間
、
瓦
葺
。 

庫
裏 

 
 

桁
行
五
間
、
梁
行
五
間
半
。 

釣
屋
・
玄
関 

 
 

桁
行
二
間
、
梁
行
二
間
、
上
屋
は
瓦
葺
。 

土
蔵 

 
 

桁
行
三
間
半
、
梁
行
二
間
半
、
瓦
葺
。 

鐘
撞
堂 

桁
行
九
尺
、
梁
行
八
尺
、
瓦
葺
。 

門 
 
 
 
 

桁
行
二
間
、
梁
行
一
間
、
薬
医
門
造
り
で
上
屋
は
瓦
葺
。 

本
尊 

 
 

阿
弥
陀
如
来 

 
 

木
仏 

立
像 

長
け
二
尺
一
寸 

脇
壇 

 
 

親
鸞
上
人
・
良
如
上
人
画
像 

 
 

本
山 

京
都
西
本
願
寺
下
、
泉
州
堺
善
教
寺
下
、
都
濃
郡
戸
田
善
宗
寺
下
、
玖
珂
郡

与
田
明
顕
寺
の
末
寺
で
ご
ざ
い
ま
す
。
当
寺
の
開
基
は
、
大
内
義
隆
の
家
臣
、
石
丸

左
馬
頭
の
次
男
、
同
姓
（
＝
石
丸
）
四
郎
左
衛
門 

則
之
①
、
天
文
二
十
一
（1

5
5
2

）

年
に
本
願
寺
証
如
上
人
の
弟
子
と
な
り
、
小
寺
を
建
立
い
た
し
、
五
代
念
尊
の
代
、

明
暦
十
九
年
九
月
二
十
八
日
に
寺
号
・
木
仏
の
免
許
が
成
り
、
利
生
山
照
満
寺
と
改

め
②
、
六
代
達
導
の
代
、
元
禄
十
三
（1

7
0
0

）
年
五
月
十
七
日
に
国
絹
袈
裟
を
免
許

さ
れ
ま
し
た
③
。
開
祖
よ
り
、
現
在
の
住
職
ま
で
十
一
代
に
な
り
ま
す
。
④ 

壇
家 

 
 

九
十
八
軒 

［
注
］ 

①
開
基
及
び
そ
の
後
四
代
ま
で
に
つ
い
て
、
『
防
長
寺
社
由
来
』
は
、
「
開
基
了
通
よ

り
了
専
、
了
全
、
了
専
、
年
数
存
知
不
申
候
。
右
四
代
は
法
名
計
ニ
て
寺
役
等
相
勤

申
候
所
ニ
（
開
基
の
了
通
か
ら
了
専
、
了
全
、
了
専
ま
で
の
年
数
は
存
じ
上
げ
ま
せ

ん
。
右
の
四
代
は
法
名
本
で
あ
っ
た
だ
け
で
、
寺
役
な
ど
を
勤
め
て
お
り
ま
し
た
と
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こ
ろ
に
）
」
と
記
す
。
石
丸
四
郎
左
衛
門
則
之
の
僧
名
が
了
通
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

②
『
防
長
寺
社
由
来
』
に
は
、「
五
代
治
斎
代
ニ
寺
号
願
出
、
従
御
公
儀
願
の
通
被
為

仰
付
、
早
速
京
都
え
罷
登
り
無
相
違
願
望
相
調
、
明
暦
元 

未 

九
月
廿
八
日
照
満
寺

と
寺
号
従
本
山
御
免
。（
五
代
治
斎
の
代
に
寺
号
を
く
だ
さ
る
よ
う
に
願
い
出
て
、
御

公
儀
か
ら
願
い
の
と
お
り
仰
せ
つ
け
な
さ
れ
、
早
速
に
京
都
へ
参
上
い
た
し
て
、
相

違
無
く
願
望
を
調
え
て
、
明
暦
元1

6
5
5
 

未 

年
の
九
月
二
十
八
日
に
照
満
寺
と
寺
号

を
御
本
山
か
ら
御
許
し
い
た
だ
い
た
）
」
と
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
五
代

の
住
職
が
『
風
土
注
進
案
』
で
は
「
念
尊
」
、
『
寺
社
由
来
』
で
は
「
治
斎
」
と
な
っ

て
お
り
、
誤
記
誤
読
の
生
じ
る
よ
う
な
名
前
で
は
な
い
た
め
正
誤
の
判
断
を
つ
け
か

ね
る
。
あ
る
い
は
寺
号
免
許
後
に
改
名
し
た
か
。
な
お
、
年
号
の
明
暦
は
四
年
ま
で

し
か
な
く
十
九
年
は
誤
り
。『
寺
社
由
来
』
に
よ
っ
て
、
明
暦
元
年
と
す
べ
き
で
あ
る
。 

③
『
防
長
寺
社
由
来
』
に
「
一
、
聖
徳
太
子
・
七
高
僧
・
祖
師
上
人
・
良
如
上
人 

 
 

以

上 

四
幅 

脇
掛 

 
 

右 

御
本
山
よ
り
御
免
、
元
禄
拾
三
年
」
と
あ
る
。 

④
『
防
長
寺
社
由
来
』
に
は
、
「
六
代
達
道
、
七
代
達
素
、
只
今
八
代
ニ
罷
成
申
候
、

法
名
順
応
と
申
候
事
」
と
あ
っ
て
、
七
代
、
八
代
の
住
職
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

な
お
、『
防
長
寺
社
由
来
』
に
は
、
宝
永
六
（1
7
0
9

）
年
の
六
代
達
道
の
手
に
な
る

鐘
銘
を
載
せ
て
い
る
。 

 
 

鳧
氏
呈
巧
、
鎔
範
既
成
。
赤
銅
錬
精
、
鯨
魚
発
声
。
豊
嶺
霜
白
、
寒
山
月
清
。
聞

有
頂
上
、
達
無
間
城
。
徳
音
無
尽
、
海
島
永
栄
。 

宝
永
六
年 

 
 

照
満
寺
現
住 

 
 

達
道 

誌 

 
 
 

［
訓
読
文
］ 

 
 

鳧
氏 

巧
を
呈
し
、
鎔
範 

既
に
成
れ
り
。
赤
銅 

錬
精
し
、
鯨
魚
も
て
発
声
す
。
豊

嶺
に
霜
は
白
く
、
寒
山
に
月
は
清
し
。
有
頂
の
上
に
聞
こ
え
、
無
間
の
城
に
達
す
。

徳
音
は
尽
く
る
こ
と
無
く
、
海
島
は
永
く
栄
え
ん
。 

宝
永
六
年 
 
 

照
満
寺
現
住 

 
 

達
道 

誌
（
し
る
）
す 

 
 
 

［
通
釈
］ 

 
 

鐘
作
り
は
巧
み
な
技
を
表
し
て
、
鋳
型
は
出
来
上
が
っ
た
。
赤
銅
を
ね
り
鍛
え
た

（
鐘
は
）
、
鐘
撞
き
杵
で
音
を
発
す
る
。
緑
豊
か
な
嶺
に
霜
が
白
く
お
り
た
か
の
よ
う

に
、
寒
々
と
し
た
山
に
月
が
清
ら
か
に
輝
く
か
の
よ
う
に
、
天
の
は
る
か
に
上
ま
で

聞
こ
え
、
無
間
地
獄
に
ま
で
届
く
。
功
徳
の
音
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、
こ
の
海
に
浮

か
ぶ
島
は
永
遠
に
栄
え
る
で
あ
ろ
う
。 

宝
永
六
年 
 
 

照
満
寺 

現
住
職 

達
道 

記
す 

 
 
 

［
語
注
］ 

・
鳧
氏
（
ふ
し
）：
中
国
の
伝
説
で
、
鐘
を
作
っ
た
者
の
こ
と
。『
周
禮
』
考
工
記 

 

鳧

氏
に
「
鳧
氏
は
鍾
を
為
（
つ
く
）
る
。
」
と
あ
る
。 

・
鎔
範
（
よ
う
は
ん
）
：
鋳
物
を
作
る
た
め
の
金
属
を
溶
か
し
て
入
れ
る
型
。
鋳
型
。

『
文
選
』
巻 

三
十
六 

王
融
の
「
永
明
九
年
策
秀
才
文
」
に
「
且
つ
後
命 

有
り
、
茲

の
鎔
範
を
事
と
せ
ん
」
と
あ
る
。 

・
錬
精
（
れ
ん
せ
い
）
：
十
分
に
ね
り
鍛
え
る
こ
と
。
精
錬
。 

・
鯨
魚
（
げ
い
ぎ
ょ
）：
鐘
を
打
つ
杵
。
鐘
を
つ
く
杵
に
鯨
の
彫
刻
を
施
し
た
こ
と
に

よ
る
。 

・
有
頂
（
う
ち
ょ
う
）：
仏
教
語
。
天
の
こ
と
。『
法
華
経 

序
品
』
に
「
阿
鼻
の
獄
よ

り
、
上
は
有
頂
に
至
る
」
と
あ
る
。 

・
無
間
（
む
け
ん
）：
仏
教
語
。
梵
語
の
阿
鼻
を
無
間
と
漢
訳
す
る
。
こ
こ
の
「
無
間

の
城
」
は
無
間
地
獄
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。『
唯
識
論
同
學
鈔
』
に
「
鷲
子
の

無
間
の
城
に
往
き
、
外
道
の
類
を
教
化
し
、
目
連
の
餓
鬼
の
城
に
趣
き
て
、
飢
饉
の

苦
を
救
う
が
ご
と
き
な
り
」
と
あ
る
。 

・
徳
音
（
と
く
い
ん
）：
徳
の
あ
ら
わ
れ
た
音
楽
の
こ
と
。『
禮
記
』
樂
記
に
「
天
下 

大

い
に
定
ま
り
、
然
る
後
に
六
律
を
正
し
、
五
聲
を
和
し
、 

詩
頌
を
弦
歌
す
。
此
れ
を

之
れ
德
音
と
謂
う
。
德
音
は
之
れ
樂
を
謂
う
。
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
功
徳
の
あ
ら

わ
れ
た
鐘
の
音
の
意
味
で
あ
ろ
う
。 

◯
真
宗 
遍
照
山 

光
明
寺 

 
 
 

中
村
に
有
り 

［
欄
外
、
後
書
］
同
所
の
昭
満
寺
（
＝
照
満
寺
）
へ
合
併
。
各
寺
号
は
そ
の
ま
ま
差

し
置
き
。 

本
堂 

 
 
 
 

桁
行
六
間
、
梁
行
五
間
半
、
瓦
葺
。 

庫
裏 

 
 
 
 

桁
行
四
間
、
梁
行
三
間
、
瓦
葺
。 

13



 谷本 圭司  

  徳山工業高等専門学校研究紀要 

釣
屋 

 
 
 
 

桁
行
九
尺
、
梁
行
三
間
半
、
瓦
葺
。 

鐘
撞
堂 

 
 

八
尺
四
方
、
瓦
葺
。 

門 
 
 
 
 
 
 

桁
行
九
尺
、
梁
行
六
尺
、
瓦
葺
。 

長
屋 

 
 
 
 

桁
行
四
間
、
梁
行
二
間
、
茅
葺
。 

本
尊 

 
 
 
 

阿
弥
陀
如
来 

 
 

木
仏 

立
像 

長
け
一
尺
八
寸
① 

脇
檀 

 
 
 
 

親
鸞
上
人
・
寂
如
上
人 

画
像
。
② 

 
 

本
山 

京
都
西
本
願
寺
下
、
泉
州
堺
善
教
寺
下
、
富
田
善
宗
寺
下
、
玖
珂
郡 

与
田

村 

明
顕
寺
の
末
寺
で
ご
ざ
い
ま
す
。
当
寺
の
開
基
は
、
大
和
国
南
都
の
石
丸
左
馬
頭

平
朝
臣
則
頼
な
る
者
が
、
武
者
修
行
と
号
し
て
応
仁
年
間
（1

4
6
7

〜1
4
6
9

）
に
諸
国

に
修
行
す
る
う
ち
に
当
島
へ
来
た
り
、
大
内
家
に
仕
官
し
申
し
上
げ
て
当
島
の
地
士

（
読
み
：
じ
ざ
む
ら
い
）
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
左
馬
頭
か
ら
七
代
の
ち
の
子
孫

の
四
郎
左
衛
門 

則
継
と
申
す
者
、
元
和
四
（1

6
1
8

）
年
に
真
宗
に
帰
依
し
、
法
号
を

了
通
と
改
め
ま
し
て
、
四
代 

宗
善
の
代
の
天
和
二
（1

6
8
2

）
年
五
月
末
日
に
木
仏
・

寺
号
を
免
許
せ
ら
れ
、
七
代 

了
貞
の
元
文
五
（1

7
4
0

） 

申
年
の
八
月
朔
日
、
国
絹

袈
裟
を
免
許
さ
れ
ま
し
た
。
開
祖
よ
り
当
代
の
住
職
ま
で
十
二
代
に
な
り
ま
す
。
③ 

檀
家 

 
 

八
十
一
軒 

［
注
］ 

①
『
防
長
寺
社
由
来
』
は
、
「
御
本
山
御
免
、
御
長 

弐
尺
壹
寸
」
に
作
る
。 

②
『
防
長
寺
社
由
来
』
に
は
、「
一
、
聖
徳
太
子
・
七
高
僧
・
祖
師
上
人
・
寂
如
上
人
・

住
如
上
人 

 
 

已
上 

五
幅 

脇
掛 

 
 

右 

御
本
山
よ
り
正
徳
三
（1

7
1
3

）
・
元
文
弐

（1
7
3
7

）
年 

兩
度
御
免
」
と
あ
る
。 

③
『
防
長
寺
社
由
来
』
は
、
開
基
の
了
通
以
降
を
詳
し
く
記
し
て
い
る
。 

「
開
基
了
通
、
浄
賢
、
了
順
、
宗
善
、
右
四
代
法
名
ニ
て
寺
役
等
相
勤
申
候
処
ニ
、

五
代
達
道
代
、
天
和
弐 

壬
戌 

五
月
晦
日
寺
号
願
出
、
従
御
公
儀
願
の
通
被
仰
付
さ

せ
、
早
速
御
本
山
え
罷
り
登
り
願
望
相
調
、
光
明
寺
と
寺
号
従
御
本
山
御
免
、
六
代

俊
貞
、
七
代
了
玄
、
只
今
ま
で
八
代
に
罷
成
申
候
、
了
貞
と
申
候
事
（
開
基
の
了
通
、

浄
賢
、
了
順
、
宗
善
、
右
の
四
代
は
法
名
本
に
て
寺
役
等
を
勤
め
て
お
り
ま
し
た
が
、

五
代
達
道
の
代
の
、
天
和
二
（1

6
8
2

）
壬
戌
の
年
の
五
月
末
日
に
寺
号
を
願
い
出
、

御
公
儀
よ
り
願
い
の
通
り
仰
せ
ら
れ
付
け
さ
せ
、
早
速
、
御
本
山
へ
参
上
い
た
し
願

望
を
調
え
、
光
明
寺
と
寺
号
を
御
本
山
よ
り
お
許
し
を
得
ま
し
た
。
六
代
俊
貞
、
七

代
了
玄
、
た
だ
今
ま
で
八
代
に
な
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
八
代
は
私
こ
と
、
了
貞
と

申
し
ま
す
）
」
と
あ
る
。 

 
 

な
お
、『
防
長
寺
社
由
来
』（
明
和
五 

1
7
6
8
 

年
）
の
時
点
で
は
末
寺
が
あ
り
、「
一
、

末
寺 

 
 

徳
山
御
領
［
佐
波
郡
］
野
島 

真
宗 

 
 

万
行
寺
」
と
あ
る
。
ま
た
、 

『
山

口
縣
風
土
誌
』
巻
二
百
九
十 

 
 

金
石
文
誌
巻
三
之
上 

 
 

熊
毛
郡
之
上
（
第
十
四
冊

一
三
四
ペ
ー
ジ
）
に
は
、
「
上
関
村
大
字
祝
島
明
光
寺
小
鐘
銘
」
（
明
光
寺
は
、
光
明

寺
の
誤
り
。
）
と
題
し
、（
「
鏡
光
東
出
、
景
影
西
沈
、
貴
賤
何
語
、
応
声
護
音
（
鏡
光

は
東
よ
り
出
で
、
景
影
は
西
に
沈
む
、
貴
賤 

何
を
か
語
ら
ん
、
応
（
ま
さ
）
に
声
を

護
音
と
な
す
べ
し 

太
陽
の
鏡
の
よ
う
な
光
は
東
か
ら
出
て
、
そ
の
光
は
西
に
沈
む
。

人
の
貴
賎
な
ど
語
る
に
た
ろ
う
か
、
こ
の
鐘
の
音
を
護
法
の
音
と
す
べ
き
で
あ
る
）
）
」

の
四
句
が
記
さ
れ
て
い
る
。
） 

［
補
注
］
照
満
寺
、
光
明
寺
に
つ
い
て
、『
山
口
縣
風
土
誌
』
巻
七
十
八 

周
防
国 

熊

毛
郡 

村
誌 

上
関
村
の
仏
刹 

真
宗
の
項
（
第
四
冊
一
八
三
ペ
ー
ジ
）
に
「
照
満
寺 

 

光

明
寺
（
祝
島 

の
中
村
） 

 

照
満
寺
、
天
文
二
十
（1

5
5
3

）
年
創
建
、
明
暦
（1

6
5
5

）

年
九
月
廿
八
日
寺
号
公
称
（
山
号
利
生
山
、
開
基
不
詳
、
五
世
念
尊
〈
或
作
治
済
〉

が
代
寺
号
免
許
、
或
明
暦
元
年
） 

 

光
明
寺
、
元
和
元
（1

6
1
5

）
年
創
建
、
天
和
二

（1
6
8
2

）
年
五
月
寺
号
公
称
（
山
号
遍
照
山
、
開
基
了
通
、
五
世
達
道
〈
或
宗
善
〉

代
寺
号
免
許
、
五
日
な
り
。
も
と
中
村
に
あ
り
）
明
治
三
（1

8
7
0

）
年
四
月
合
併
寺

号
」
と
あ
り
、
ま
た
、
同
書
巻
七
十
八 

周
防
国 

熊
毛
郡 

村
誌 

上
関
村
の
仏
刹 

古

蹟
の
項
（
第
四
冊
一
八
四
ペ
ー
ジ
）
に
「
光
明
寺
（
祝
島
の
中
村
）
」
と
あ
る
。
［
西

暦
は
、
筆
者
］ 

◯
真
宗 
石
原
山 

善
妙
寺
［
附
箋
］
平
郡
島
妙
徳
寺
ヲ
合
併 

善
徳
寺
ト
改
号
（
朱
、

後
筆
） 

本
堂 

 
 

桁
行
五
間
半
、
梁
行
五
間
半
、
瓦
葺
。 

庫
裏 

 
 

桁
行
五
間
半
、
梁
行
三
間
半
。 

釣
屋
・
玄
関 

 
 

桁
行
二
間
半
、
梁
行
三
間
半
。 
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 『防長風土注進案』岩見島 主要部分訳注  

№39（2015）   

土
蔵 

 
 

桁
行
三
間
半
、
梁
行
二
間
半
。 

鐘
撞
堂 

 
 

一
棟 

 
 

上
屋 

瓦
葺 

門 
 
 
 
 
 

桁
行
九
尺
、
梁
行
五
尺
。 

長
屋 

 
 

桁
行
五
間
半
、
梁
行
三
間
。 

本
尊 

 
 

阿
弥
陀
如
来 

 
 

木
仏 

立
像 

長
け
三
尺
。
① 

脇
檀 

 
 

親
鸞
上
人
・
湛
如
上
人 

 
 

画
像
。
② 

 
 

本
山 

京
都
西
本
願
寺
下
、
泉
州
堺
善
教
寺
下
、
都
濃
郡
富
田
善
宗
寺
下
、
玖
珂
郡 

与
田
村 

明
顕
寺
の
末
寺
で
ご
ざ
い
ま
す
。
当
寺
の
開
基
は
石
原
藤
左
衛
門
と
申
す
者

で
、
大
坂
籠
城
の
節
に
顕
如
上
人
に
御
剃
刀
を
い
た
だ
き
、
法
名
を
教
通
と
改
め
、

帰
国
後
に
一
宇
を
創
建
し
、
五
代
の
元
禄
三
（1

6
9
0

）
年
に
寺
号
・
木
仏
を
免
許
さ

れ
、
八
世
義
慶
の
明
和
四
（1

7
6
7

） 

亥
年
五
月
十
八
日
に
国
絹
袈
裟
を
免
許
さ
れ
ま

し
た
③
。
開
祖
よ
り
当
代
の
住
職
ま
で
十
一
代
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

檀
家 

五
十
軒 

［
注
］ 

①
『
防
長
寺
社
由
来
』
に
は
「
御
本
山
御
免
、
御
長
弐
尺
壹
寸
」
と
あ
る
。 

②
『
防
長
寺
社
由
来
』
に
は
、「
一
、
聖
徳
太
子
・
七
高
僧 

 

以
上
二
幅
脇
立 

 

右 

御

本
山
御
免
、
明
和
四
（1

7
6
7

）
年
亥
ノ
五
月
」
と
あ
り
、
聖
徳
太
子
・
七
高
僧
の
二

幅
の
脇
立
を
国
絹
袈
裟
の
免
許
と
同
時
に
許
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
で
、『
風
土

注
進
案
』
に
記
す
「
親
鸞
上
人
・
湛
如
上
人 

 

画
像
」
の
記
載
は
『
寺
社
由
来
』
に

は
無
い
。 

③
『
防
長
寺
社
由
来
』
に
は
、「
開
基
教
通
、
善
斎
、
浄
玄
、
円
□
、
右
四
代
法
名
許

ニ
て
寺
役
等
相
勤
申
候
所
ニ
、
五
代
清
慶
代
元
禄
十 

丑
の
七
月
十
日
寺
号
奉
願
、
従

御
公
儀
願
の
通
被
為
仰
付
、
早
速
上
京
仕
本
寺
無
相
違
善
妙
寺
と
寺
号
御
本
山
よ
り

御
免
。
六
代
儀
動
、
七
代
智
全
、
八
代
善
応
、
只
今
ま
て
九
代
ニ
罷
成
申
候
、
法
名

澄
慶
と
申
候
（
開
基
の
教
通
、
善
斎
、
浄
玄
、
円
□
、
右
の
四
代
は
法
名
本
だ
け
で

寺
役
等
を
勤
め
ま
し
た
と
こ
ろ
が
、
五
代
清
慶
の
代
の
元
禄
十
（1

6
9
7

） 

丁
丑
の
年

の
七
月
十
日
、
寺
号
を
願
い
奉
り
、
御
公
儀
よ
り
願
い
の
通
り
仰
せ
付
け
な
さ
れ
、

早
速
、
上
京
い
た
し
ま
し
て
本
寺
は
相
違
無
く
善
妙
寺
と
寺
号
を
御
本
山
よ
り
許
さ

れ
ま
し
た
。
六
代
儀
動
、
七
代
智
全
、
八
代
善
応
、
た
だ
今
ま
で
九
代
に
な
り
ま
す
。

（
現
在
の
住
職
は
）
法
名
澄
慶
と
申
し
ま
す
）
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
五
代
の
法
名
が

清
慶
で
あ
る
と
わ
か
る
が
、
寺
号
を
許
さ
れ
た
年
が
異
な
っ
て
お
り
、
八
代
の
法
名

も
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
防
長
寺
社
由
来
』
に
は
、
宝
永
五
（1

7
1
0

）
年
十
月
に

願
主
の
「
受
慶
」
（
「
受
」
の
字
に
「
マ
マ
」
と
書
か
れ
て
い
る
）
の
手
に
な
る
鐘
銘

文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。 

［
鐘
銘
文
］ 

 
 

新
鋳
法
器
、
恭
掛
梵
空
。
乾
坤
大
地
、
含
青
石
中
。
日
月
幽
嶼
、
吐
萃
鯨
嚨
。
屢

響
所
応
、
更
勿
不
退
。
仏
善
巧
法
、
亦
是
□
同
。
人
民
得
易
、
鳥
獣
忘
恫
。
家
国
与

盛
、
海
島
財
豊
。
共
鳴
此
鏞
、
弥
伝
無
窮
。 

宝
永
五 

戊
子
歳 

十
月
日 

 
 
 
 
 
 

願
主 

 
 

受
慶 

 
 

［
訓
読
文
］ 

 
 

新
た
に
法
器
を
鋳
て
、
恭
し
く
梵
空
に
掛
く
。
乾
坤
大
地
は
、
青
石
中
に
含
ま
れ
、

日
月
幽
嶼
、
萃
を
吐
き
て
鯨
嚨
あ
り
。
屢
々
た
る
響
き
の
応
ず
る
所
は
、
更
に
退
（
通
？
）

ざ
る
こ
と
勿
（
な
）
し
。
仏
の
善
巧
の
法
も
、
亦
た
是
れ
□
同
。
人
民
は
易
（
や
す
）

ら
か
な
る
を
得
、
鳥
獣
は
恫
（
お
そ
）
れ
を
忘
る
。
家
国
は
与
（
と
も
）
に
盛
ん
に

し
て
、
海
島
は
財 

豊
か
な
り
。
此
の
鏞
に
共
鳴
し
、
弥
（
ま
す
）
ま
す
伝
え
て
窮
ま

る
こ
と
無
か
ら
ん
。 

 

宝
永
五 

戊
子
の
歳 

十
月
日 

 
 
 
 
 
 

願
主 

 
 

受
慶 

 
 

［
通
釈
］ 

梵
鐘
を
新
た
に
鋳
造
し
、
丁
重
に
寺
に
設
置
し
た
。
昔
か
ら
今
ま
で
の
天
地
の
全
て

が
青
銅
の
鐘
に
含
ま
れ
、
年
月
を
経
た
俗
気
の
な
い
小
島
に
、
緑
に
溢
れ
て
鐘
の
音

が
響
く
。
い
つ
ま
で
も
細
く
長
く
続
く
響
き
に
応
じ
て
、
ど
こ
に
も
通
じ
な
い
と
こ

ろ
な
ど
な
い
。
御
仏
の
善
巧
の
法
に
も
、
こ
の
鐘
の
音
は
等
し
い
も
の
で
あ
る
。（
か

く
し
て
）
人
々
は
平
安
を
得
て
、
鳥
や
獣
も
お
び
え
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
家
と
国

は
と
も
に
隆
盛
と
な
っ
て
、
こ
の
海
に
浮
か
ぶ
島
は
財
豊
か
と
な
る
。
こ
の
梵
鐘
に

共
鳴
し
て
、
ま
す
ま
す
教
え
を
伝
え
て
窮
ま
る
こ
と
は
無
い
で
あ
ろ
う
。 

宝
永
五
（1

7
1
0

） 

戊
子
（
つ
ち
の
え
ね
）
の
年 

願
主
（
ね
が
い
ぬ
し
） 

受
慶 

15



 谷本 圭司  

  徳山工業高等専門学校研究紀要 

 
 

［
語
注
］ 

・
法
器
（
ほ
う
き
）：
仏
具
の
こ
と
。
鐘
、
鼓
、
引
磬
、
木
魚
な
ど
の
楽
器
や
杖
、
麈

な
ど
を
い
う
。
こ
こ
で
は
鐘
の
こ
と
。 

・
梵
空
（
ぼ
ん
く
う
）
：
梵
天
の
世
界
を
意
味
す
る
と
考
え
る
が
、
「
梵
宮
」
の
よ
う

に
単
に
寺
院
を
指
す
と
解
釈
す
る
方
が
自
然
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
寺
院
の
意
味

と
し
て
お
く
。
な
お
、
冒
頭
の
二
句
は
、
浄
土
真
宗
の
鐘
銘
文
の
一
定
型
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
佐
賀
市
の
梅
谷
山
円
光
寺
の
鐘
銘
の
冒
頭
に
も
「
鋳
成
洪
器 

高
掛

梵
空
（
鋳
成
洪
器
を
鋳
成
し
、
高
く
梵
空
に
掛
く
）
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

・
乾
坤
大
地
、
含
青
石
中
：
昔
か
ら
現
在
ま
で
の
、
こ
の
世
の
天
地
全
て
が
、
青
銅

の
鐘
に
含
ま
れ
る
の
意
。
永
平
寺
第
五
世 

 
 

義
雲
和
尚
の
「
永
平
禪
寺
鐘
銘 

并
び

に
序
」
に
「
昔 

青
葉
髻
、
竺
土
に
於
て
青
石
の
大
鐘
を
造
り
、
化
佛 

日
を
逐
う
て

光
を
放
つ
。
今 

二
禪
人 

吉
祥
在
り
て
青
銅
寶
器
を
鑄
る
。
祖
宗 

時
と
護
念
す
る
者

な
り
。
往
時
と
今
日
と
は
函
蓋
乾
坤
な
り
。
洪
韻 
劫
前
劫
後
を
繼
ぐ
を
疑
わ
ず
。
」

と
あ
る
。 

・
日
月
（
じ
つ
げ
つ
）：
太
陽
と
月
の
意
で
あ
る
が
、
前
の
二
句
に
対
応
さ
せ
て
、
年

月
の
意
に
解
釈
す
る
。 

・
幽
嶼
（
ゆ
う
し
ょ
）
：
幽
は
、
奥
深
い
・
俗
気
が
な
い
の
意
。
嶼
は
、
島
。 

・
吐
萃
：
萃
を
翠
に
読
み
、
緑
あ
ふ
れ
る
の
意
。 

・
鯨
嚨
（
げ
い
ろ
う
）
：
「
嚨
」
は
、
の
ど
の
意
で
あ
る
。
韻
字
の
関
係
で
こ
の
字
が

用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
は
意
味
が
通
じ
に
く
い
。
鐘
の
音
の
意
味
の

語
で
「
鯨
音
」
と
い
う
語
が
あ
る
の
で
、
鯨
の
の
ど
か
ら
発
せ
ら
れ
る
音
の
意
味
に

と
り
、
鐘
の
音
と
解
釈
す
る
。 

・
屢
：
こ
こ
は
、
「
屢
屢
」
に
同
じ
。
い
つ
ま
で
も
細
く
長
く
続
く
の
意
。 

・
善
巧
（
ぜ
ん
‐
ぎ
ょ
う
）：
仏
語
。
人
々
の
機
根
に
応
じ
て
巧
み
に
善
に
教
え
導
き
、

仏
の
利
益(

り
や
く)

を
与
え
る
こ
と
。 

・
□
同
：
一
字
欠
字
、「
有
」
も
し
く
は
「
處
」
を
補
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
鐘
の
音
が
仏
の
善
巧
に
等
し
い
も
の
だ
と
い
う
意
味
に
な
る
べ
き
で
あ
る
。 

・
易
：
和
や
か
で
落
ち
着
い
た
様
子
の
こ
と
。 

・
恫
：
お
び
え
る
こ
と
。 

・
家
国
：
家
と
国
。
ま
た
、
国
家
。 

・
鏞
（
よ
う
）
：
大
鐘
。
『
説
文
解
字
』
に
「
鏞
、
大
鐘 

之
を
鏞
と
謂
う
」
と
あ
る
。 

［
補
注
］ 

『
山
口
縣
風
土
誌
』
巻
七
十
八 

周
防
国 

熊
毛
郡 

村
誌 

上
関
村
の
仏
刹 

真
宗
の

項
（
第
四
冊
一
八
三
ペ
ー
ジ
）
に
「
善
徳
寺
（
同
上
［
＝
祝
島
］
の
東
浜
） 

 

元
善

明
寺
、
元
禄
十
（1

6
9
7

）
年
七
月
寺
号
公
称
（
山
号
石
原
山
、
開
基
教
通
、
寺
号
免

許
五
世
清
慶
が
代
、
十
日
な
り
）
明
治
三
（1

8
7
0

）
年
本
島
照
満
寺
へ
合
併
、
各
寺

号
の
処
合
併
差
止
。
元
明
徳
寺
、
本
国
大
島
郡
平
郡
村
に
創
建
（
山
号
海
母
山
、
開

基
教
信
、
寺
号
免
許
年
月
・
世
代
不
知
）
明
治
六
（1

8
7
3

）
年
二
月
合
併
一
寺
号
改

称
」
と
あ
る
。
［
西
暦
は
、
筆
者
］ 

◯
法
名
本 

 
 

一
宇 

 
 
 
 
 

東
村
に
有
り 

本
堂 

 
 

桁
行
五
間
半
、
梁
行
五
間
半
、
瓦
葺
。 

庫
裏 

 
 

桁
行
四
間
半
、
梁
行
四
間
、
瓦
葺
。 

本
尊 

 
 

阿
弥
陀
如
来 

 
 

木
仏 

立
像 

 

長
け
一
尺
八
寸
。 

脇
檀 

 
 

親
鸞
上
人
・
文
如
上
人 

 

画
像
。 

 
 

本
山 

西
本
願
寺
下
、
泉
州 

堺 

善
教
寺
下
、
都
濃
郡 

富
田
村 

善
宗
寺
下
、
玖
珂

郡 

与
田
村 

明
顕
寺
の
末
寺
で
ご
ざ
い
ま
す
。
開
基
の
教
通
と
申
す
者
、
当
島
の
長

蔵
寺
と
申
す
禅
宗
の
寺
が
大
破
断
絶
の
折
に
、
そ
の
寺
の
門
徒
が
右
の
教
通
に
帰
依

い
た
し
ま
し
て
、
寛
永
年
間
（1

6
2
4

〜1
6
4
4

）
に
改
宗
し
真
宗
の
寺
院
一
宇
を
建
立

い
た
し
ま
し
た
。
二
世
の
善
西
と
申
す
僧
が
、
寛
文
二
（1

6
6
2

）
年
に
本
願
寺
に
お

い
て
得
度
い
た
し
本
尊
の
木
仏
を
申
し
請
け
、
六
世
惠
照
の
代
に
寺
号
の
免
許
を
う

け
、
開
放
山
報
恩
寺
と
改
め
、
国
絹
袈
裟
を
免
許
さ
れ
ま
し
た
。
宗
祖
よ
り
当
代
の

住
職
ま
で
七
代
に
な
り
ま
す
。 

檀
家 

 
 

五
十
軒 

（
附
箋
）
法
名
本
一
宇 

 
 

腰
書
に
寺
号
免
許
云
々 

 
 

フ
シ
ン 

［
注
］ 

こ
の
法
名
本
の
項
目
は
、
『
防
長
寺
社
由
来
』
に
は
無
い
。 
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